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中
小
企
業
問
題
の
研
究
途
上
.に
お
い
て
、.
痛
感
さ
れ
る
こ
と
は
、
基
礎
紙
論
の
面
馬
お
け
る
不
備
と
、
そQ

.

具
體
的
適
甩
の
上
の
困
難 

さ
で
あ
る
。
從
來
自
明
の
と
と
の
ょ
う
に
思
わ
れ
た
諸
理
論
が
、
さ
て
切
實
な
中
小
企
業
の
現
*'
問
題
に
當
面
し
て
み
る
と
、
幾
多
の
あ 

V
ま
レ
さ
や
|

こ
れ
に
は
も
ち
ろ
ん
自
分
の
理
解
の
'あ
.い
ま
い
'$
も
加
わ
つ
て
い
る
が
_

_

眼
界
を
露
呈
す
る
。
問
題
.の
解
決
と
い
う 

ょ
う
な
む
つ
か
し
い
こ
と
で
な
ぐ
と
も
ャ
實
態
調
查
と
い
う
よ
う
な
現
實
の
理
解
と
い
う
段
階
に
お
い
て
も
同
樣
で
あ
る
。
こ
の
ょ
う
な 

理
論
と
現
實
とQ

ギ
ャ
ッ
プ
S

し
て
、

S

は

翦

し

淳

れ

s

な
I

い
し
、
正
.し
い
_

s

が

與

え

ら

れ

て

.い

る

な

ら

そ

の

具

顧
的
理
解
を
.深
め
な
竹
れ
'は
な
ら
な
い
-"

本
稿
で
は
、：

か
i

る
意
味
.で
、
私
'の
遭
遇
し
て
含
た
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題
點
の
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千
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先
騸
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究
を
除
く——

に
共
通
の
缺
陷
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ー
に
、
資
本
義
の
總
構
造
的
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握
の
缺
け
て
い
た
こ
と
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木
を
み
て
森
を
み
ず」
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の
比
喻
が
ま
.さ
に
妥
當
す
る
も
の
.で
あ
つ
た
こ
と
、
第
一
一
に
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.
資
本
義
の
歷
史
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隙
に
っ

，
い

て

の把
握
の
缺
除
、
中
小
企
業
問
題
办
歷
皮
性
へ
の
認
識
不
足
、
第
一
一
一
に
中
小
企
業
問
題
が
登
場
す
る
現
代
資
本
主
義 

&

板
_

私
衙
匕
衡
勵
的
矛
肾
^/
.判
別
#

1

い
で
"
い
た
，こ
'
と
、
從

づ

で

あ

だ

耿

小

靡

の

狹

：い
资
墩
ね
.を
祿
駱
を
限
蕨
し
1

良 

ら
、

_

私
的
な&

か
幻
あ
あ
こ
が
れ」

に
^

h

打
れ
、

^

i

咏
..「 i

.

民

蒙

的

」

：立
#』

い
う
轰i

に
が
令
フ
テ
ー
ジ
さ
れ
た
饊 

の
恋
衡
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軋
に
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っ
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牝
小
顧
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歡
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に
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一 ,

微
'の

翻

圖

综

究
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め

て
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象

問
;̂
€>
'

霍

に
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し

た
-̂

ま
り
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難
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本
_

の
敗
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的
隱
と
し
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の̂

_
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撕
論
'的
研
%；
:の
&

が
叛
ら
抵
が
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つ
た
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と
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.

こ
ゎ
こ
と
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小
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う
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と
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諸
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解
を
生
む
原
因
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の
多
く
が
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い
經
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主
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現
象
主
義
の
立
場
で
あ
つ
て
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中
小
經
營
、
中
小
資
本
、
あ
る
い
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非
近
代
的
企
業
の
.い
ろ
い
ろ
な
特
性
を
斷
片
的
に
取
上
げ
、，'あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
、
各
々
の
輕
览
の
批
判
な
く
、
並
列
的
に
羅
到
し
た
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の
に
す
ぎ
な
い
。
間
題
の
本
質
を
見
失
い
、
あ
る
い
は
覆
い
が
く

し

、
枝
葉
末
節
の
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要
因
の
混
沛
の
中
に
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れ
る
、
と
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て
も
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方
が
な
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篤
太
郞
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授
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中
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業
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質
論
の
展
開
1_
_

の
中
で
、.
中
小
企
業
本
質
論
の
發
展
傾
向
に
お
い
て
、
諸
論
の
異
同
に
も
か
\
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ら
ず
、

「

こ
れ
ら
S

論
を
通
じ
て
1

面
：し
2-
-

つ
の
方
向
が
&

■

免

い

を

参

に

感

ぜ

ら

れ

る」

..「

そ
の
ょ
う
な
方
缸
と
は
何 

か
。
そ
れ
は
分
離
理
解
方
式
に
對
す
る
綜
合
理
解
方
式
と
名
づ
け
得
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
い
と
述
べ
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分
離
理
解
方
式
ど
は
、
中
小
金
'業
を
全
く
中
小
企
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と
し
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、
.い
わ
.ば
'
|興
空
の
中
に
と
り
出
さ
れ
.た
孤
立
■輝
在
の
#
•
在
.の
よ
.う
た
地
‘位

に
置
か
て
考
え
る
見
方
で
あ
っ
て
、…

…

中
小
企
業
と
獨
占
と
が
犬
資
本
と
か
は
全
く
別
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の
論
理
で
切
り
は
な
し
て
考
え
、…

…
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を
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し
た
理
論
で
は
考
え
な
い
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…

と
と
ろ
：が
と
の
'よ
う
な
傾
向
に
對
し
て
、
最
近
.の
中
小
企
業
論
の
進
み
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相 

違
を
ふ
く
み
つ
..：つ
、_

分
離
.理
解
.よ

り

綜

合

：理

解

の
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に

沿
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て
の
發
展
を
示
し
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つ
あ
る
と
：い
え
る
よ
う
で
あ
る」
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方
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り
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ず
る
立
場
で
1

0

こ
の 

r

中
小
工
業
の
^

質」
：

に
收
め
ら
れ
た
各
.種
の
見
解
を
み
て
も
わ
か
る
.
よ
う
に
、
.ぞ
.の
.立
場
な
り
、
..綜
合
の〕
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方
は
、
ま
こ
と
に
ま
ぢ
ま

ち
で
^

る
と
い
：わ
办
ば
炎
ら
ぬ
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*

を
基
本
的
な
立
場
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梢
違
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：い
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點
か
ら
分
て
ば
、'
.マ
ル
ク
ス
P

學
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流
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れ
0-
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に
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え
ら
れ
た
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は
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っ
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共
澈
の
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の
で
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從
來
の
.如
く
、：：太
企
業
ね
中
念
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麓
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ず
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^
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ら
れ
て
い
な
か
つ
た
憾
み
：の
あ
る
マ
.
ル
ク
'ス
經
濟
學
め
こ
0

領
域
に
^

け
る
展
開
と
そ
の
問
.題
點
：を
述
べ
る
。

.

.
、

.

.

.

■

(

註 

一-ノ 

.近
代
經
濟
學
に
'お
け
2>
-

こ
の
問
題
の
代
表
的
箸
作
は
、
&1
.
&|
.
:
0
}
1
3
^
げ
<1
>

&
1
1,
、0?1
:
1
©t

h
e
o
r
y
.
o
f

 

日 c
m
o
p
o
l
i
s
t
i
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o
m
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i
t
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o
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1
9
3
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r
f
©
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o
m
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e
t
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t
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o
n
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1
'
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で
.あ
.る
が
、
，
戰
後
こ
の
領
域
に
'お
け
る
'近
代
經
濟
學
の 

i
 
開
^

め
ざ
ま
し
い
よ
ぅ
で
あ
る
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最
近
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版
さ
れ
た
g
o
n§
o
l
y
 

目
ac

o
m
p
e
t
i
t
i
o
n

 

a
n
d

 

t
h
e
i
r

 

r
e
g
u
l
a
t
i
o
n
,

 

e
d
i
t
e
d

a
y E.

 

H
.

 

C
h
a
m
b
e
r
l
i
n
,

 

1
9
5
4
'

 
:

は
、
'
一：九
五
一
年
九
月
三
I

八
日
に
睹
か
れ
：た
：國
際
經
濟
學
會
の
#

讓

の

報

'吿

集

(

卷
末
で
討
論
經
.過
記
録
を
收
む)

で
、
純 

Jf
i

^

^
fj
n

堪
に
っ
い
て
..は
右
.の
P

ビ
ン
パ
ソ
，ン
夫
人
.と
チ
：

K
.

ム
パ
■
丨
リ
ン
，の
報
告
の
^
.で
稍
淋
し
い
.が
、.
.
C
の
領
域
に
^
け
る
戰
後
各
國
の
代
表
的
諸
學 

者
.
.

(

參
加
者
三
十
三
■名
、
執
筆
者
二
十
五
名)

の
杯
究
動
向
を
知
る
.上
に
頗
る
便
刹
で
■あ
る
。:

と
こ
で
.は
マ
ル
ク
ス
經
濟
學
ど
は
異
り
、
資
本
主
義
の 

元
來
の
恶
本
原
理
で
あ
.る
氣
爭
機
能
を
有
効
に
生
，か
す
.こ
と
.'

獨
占
©.

功
#'

と
そ
の
制
限
、
等
の
觀
點
か
ら
問
題
が
扱
わ
れ
、

い
わ
ゆ
る
獨
占
禁
也 

‘ 

■法
、
‘
_公
.疋
競
爭
'と
い
5,

政
策
的
立
場
..と
'̂

通
.の
基
盤
の
上
.に
立
^

て
い
，る

.0

終
章
.が「

私
的
獨
占
に
.か
.わ
る
%'
:

の
_と
_し
'て
の
國
有
化」

.
に
當
て
.ら
れ
、

;■
.英
佛
の
國
有
化
問
題
-が
論
¥

ら
.れ
て
い
る
-が
、
輪
局
チ
> 

ム
ー
バ
丨
-̂

ン
八
が
序
文
で
^

べ
て
い
る
如
.<

諸
學
者
の
見
解
€>

結
論
的
一
致
は
、
こ
こ
マ
も
み

ら
れ
，な
.か
ブ
た
0

.

て 

_

.
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, s
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w
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n
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s
s
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e
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日 i

b

 
1

^

§

。

£
^
©

s
i
z
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o
f

 

は
論
文
程
度
の
‘
小
册
子
で
.あ
る
が
、
、
 

か
が
る
立
場
か
ら
と
く
に
中
小
企
業
問
題
を
扱
ら
た
理
論
的
勞
作
と
し
で
注
目
す
べ
.奪
も
の
で
あ
る
。
本
蒈
に
っ
い
て
は
旣
に
末
松
玄
六
敎
授
の
紹
介
. 

•

.及
び
批
判
，の
論
文C

T

不
完
全
競
锒
と
經
:#

規
獏
の
問
題」
.
商
業
經
濟
論
叢
、

ー
,5
.卷
ニ
號)

：が
あ
る
。
ス
テ
ィ
丨
ン
ド
ル
が
、
：マ
-
シ
ャ
ル
の
代
表 

的
企
業.

(
T
h
e

 

r
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
v
e
,

 s
r
m
)

 

■の
.理
B

を
批
判
し
て
、
.今
日
で
は
大
企
業
と
小
企
業
と
.
.の■間
に
は
.斷
層
と
も
■み
ら
れ
る
大
き
な
開
き
が 

1

り
、
小
企
業
の
各
種
不
利
條
件
が
あ
っ
て
、.
マ
丨
-̂

ャ
ル
の
.
い
わ
ゆ
'る
.

「

下
か
ら
上
へ
.
の
運
動」

は
も
ば
や
事
實
で
は
な
い
こ
と
を
指
撤
し
、
さ
ら 

に
マ
ー
シ
ャ
ル
の
、
大
規
模
生
庫
は
必
ず
し
も
獨
占
的
支
配
を
導
か
•ぬ
と
い
ぅ
樂
觀
論
に
.對
し
て
、.
今
日
で
は「

獨
占
的
支
配」

が
經
濟
制
度
の
大
部 

'

分
を
し
め
‘て
い
る
こ
と
を
論
じ
.て
い
る
點
は
、
と
く
.に
興
味
が
.深
い
0

:

i
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'

.マ
ル
ク
ス
が「

資
本
論」

'
全
：三
卷
の
大
部
分
を
：完
成
し
尨
の
.枕
、
,「

資
本
論J

.

第
一
卷
.の
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
：1
.

A

K七
年
九
月
の
す

こ
し
前
の
こ
と
■.で
あ
つ
.，た

.'C1

.八
六
七
年
八
月
十
六
0

阶
.エ.
シ
.デ
ル
ス
瓶
マ

' 

ル
.
.ダ
.
ス
.の
書
翰

.で
、

T
ル
■ク
ス
ば
.

J
f

ソ
デ
ル
ス
.
に
.
.

「

君
の
.僕
に
卦
す
る
.犠
性 

が
な
け
れ
ば
、
僕
は
三
卷
に
瓦
る
禺
常
な
勞
作
を
な
し
得
な
か
：っ
た
で
ぁ
£>

ぅ」

'.
-
.と
書
い
て
い
る)

さ
lb
-

に
最
近
東
獨
で
複
刻
さ
れ
た
經
濟
學
批
即 

に
關
す
る
尨
大
な
原
草
稿
.

(

マ
ル
ク
ス
が
■
出
.版
の
た
め
で
な
く
.自
分
.
の.覺
書
と
し
て
書
い
.た
無
數
の
專
門
論
放
の
ノ
ー
ト
.

)

を
み
る
と
、
既
に
一
八 

五
七
I

八
.年
當
時
、
：資
本
論
の
第
一
卷
の
み
で
な
く
、：
全
.三
卷
に
わ
た
る
主
要
テ
.
！
マ
が
、
旣
に
當
時
殆
ん
ど
す
べ
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て

い
た
と
と
が
わ
か
る
.
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っ
ま
，り
、
■マ
ル
ク
.ス
'
の
.「

資
本
論」

''

の

時

代

は

：
、
，
ま

さ

..に

.、

「

一
八
六
0

年
代
と
ー
八
七
〇
年
代
|

自
由
競
爭
.の
發
展
の
最
高
の
、
.

.* 

, 

....

.

極
限
め
段
階
。
獨
占
は
や
つ
：..と
み
と
め
ら
れ
る
く
ら
い
の
.萠
芽
，に
す
ぎ
な
い」

(

レ
-

I
I

ン「

帝
國
'
主
義
論」

國
民
文
摩
ニ
九
頁)

時
代
で
あ
つ 

た
。
獨
占
が
全
經
濟
生
活
の
塞
礎
のr

っ.，と
な
る
ニ
.十
世
紀
の
獨
占
資
本
主
義
以
前
に
、
そ
れ
へ
の
過
渡
期
に
マ
ル
ク
ス
は
死
ん
だ
の
で
.

.
あ
る
-(

ー
八
八
コ
.ー.
©
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)

'
'
'
/
-
:
广
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ン

人

卜
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:
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■>

し
た
が
っ
て
資
本
論
に
お
.い
て
は
、

ー
般
に
：獨
占
社
例
外
的
な
も
.の
と
し
て
‘姬
わ
れ
、
丰
：均
剎
潤
¥

 ̂

獨
占
價
格
は 

生
產
價
格
か
ぎ
の
背
離
と
扎
て
、
.
獨
占
刺
潤
は
平
均
利
潤
か
^-

の
背
離
と
し
.て
扱
わ
れ
、
か
か
る
獨
宙
は
部
分
的
で
あ
っ
て
資
本
義
の 

.
經
濟
法
則
の
正
.常
な
作
用
の
局
部
的
攪
亂
を
ひ
き
お
こ
す
に
す
ぎ
ず
、
'
全
體
と
L .
•て
み
.れ
ば
と：

の
.法
則
の
枠
を
こ
え
る
こ
と
が
出
來
な
い
.
'

と
し
て
い
る
。

-

,

•

,

'

.

:

'

:

'•
.;
■

/

.

、

.
: 

■

•

資
本
論
第一 
一.1
卷
、
第
3 :
-
屮

章「

競
爭
の
假
象J

:
.

に
凇
.いV

t

ル
ク： 'ス

ば
っ
•ぎ
f

夕
に
S

一，5

後
に
、
種
々
'
な
る
生
產
部
面
に
お
け
る
平
均
利
潤
へ
の
_

餘
價
値o

均
等
化
が
、'
人
的
ま
た
は
自
然
的
な
獨
占
に

.よ
り
.、
、
へ
こ
と
^ :
’

■I
L
:
地
所
有
の
厕
占
'に
^

っ
V

M

寄
さ
れ
る
と
し
..て
，
も

、■か

.獨
占
に
.よ
づ
'
て
影
響
さ
れ
る
商
品
の
生
產
價
格
を
こ
え
て
_

貴
す
る
.
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-
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觀
占
價
格
が
可
能
と
な
る
に
し
て
も
.、
.
.そ
の
.こ
t

に
よ
.っ
て
は
、

商
品
の
/價
値
に
よ
つ
て
與
え
ら
れ
る
限
界
は
也
揚
ざ
れ
な
い
で
あ
ろ 

、
獨
占
と
中
小
企
f

め
ぐ
る
理
論
的
諸
間
題 

-
五
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二

It

三
田
.雰

馨

第

.

s

十
七
綠
萍
办
•十號

 

、

六
.

A

i

p
、

'
-■

A
:
: 

他
の
.
t

un

坐
產
者
め1

m
.

の
--
.部
分
を
> 

_

價
格
淦
％
.っ

委

1

^

.る
だ
.け
で
あ
;6

う
。
S

-

.
 

に
は
：養
な
务
生
產
部
茼
間
ぬ
1

^

優

め

分

醍

に

場

所

的
'1
1

亂
が
生
：:.
1
:
:る
で
あ
ろ
5

が
、
だ
か
^

と
：い
っ
_て
と
の
.剩
餘
¥

©

.そ

.の

.%

.
の

の
限
界
は
變
動
.し
な
い
で
あ
ろ
.う
。
獨
，占
價
格
を
4
>
っ
商
辟
が
.勞
働
哲
0

^

®

:消
毀
に
入
り
込
む
と
，す
れ
ば
、
-
-
勞
働
者
が
從
來
、1

お

り
^

:

!

8

#
の̂
價
値
を
‘家
拂
，っ

て
,%

ら
う
.と
す
れ
ば
、
I

そ
の
商
辟
は
發
貴
‘を
騰
貴
さ
せ
、
し
た
が
っ
て
剩
餘
價
値
を
減
少
さ
せ
る 

で
あ
ろ
う
。
そ
の
商
品
は
勞
賃
を
勞
働
力
の
價
値
以
下
に
壓
下
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
、
と
い
っ
て
も
、
そ
う
し
た
こ
と
は
、
勞
賃
が
そ 

の
掬
谶
.的
^

低
限
以
.上
に
_な
マ
て
い
る
限
り
で
の
話
：で
あ
る
。
こ
め
锡
合
に
は
獨
占
價
證
、
現
實
赞
賃(

す
な
ゎ
：4
勞
顧
者
が
同」

分
#
の 

f

f

c
よ
り
て
、受
け
と
る
諸
使
用
價
値
や分

？！
0

お
よ
び
他
-の
資
本
家
、た
ち
の
利
潤
の
按
除
に
よ
っ
て
支
拂
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
獨
占
®
^
ぶ

諸
商
H
gff
l

將Q

並

常

籠

盤

を

そ

の

範

價

で
^

1

1

^

^
こ̂
ろ
0
腺
界
は
1

‘か
：た
く
規
定
さ
.爱

為

の

：で
爲
^

:

.正
:̂

に

霖

名

办

う
.

る

毛

：
の

で

あ

ゐ

方

」

、
長

谷

部

譯

(

1 1
0

日

本

評

論

社

颳

、

■
四

八
四I

五
頁)

'

こ
の
場
合
、‘
獨
^

利
潤
は
他
.の
資
本
家
'の
利
潤
の
控
除
部
分
の
黍
讓
さ
れ
，た

,
%
め
か
、
勞
貴
の
勞
働
カ
の
價
値
以
下
へ
の
切
下
げ
に
よ 

っ
•
て
得
ら
れ
.

る
！
#

價
値
め
.增
加
か
に
よ
，る
、
平
均
利
糊
以
上
の
超
•過
利
潤
に
ほ
か
な
ら
，な
い
。
し
た
が
っ
て
社
會
の
總
剎g

の
額
.は
總
，
 

剩
餘
债
値
‘に
ひ
と
し
く
、
そ
の
：枠
を
.こ
え
る
も
の
で
は
な
い
。

■

裔

，こ)

、
^

^
の
卩
,

エ：:>
ス
.ナ
丨
0

^

^
.0

翁

1

^)

.

■.
©

髮

.「

.マ.
ル
ク
.ス'
^1

濟
學
說
に
^

け
"る
：資
本
.主
義
的
獨
占」

.(

經
濟
評
論
、
昭
和
二
十 

九
年
一
月
號)

は
、
從
來
怠
ら
れ
勝
ち
で
あ
っ
た
マ
ル

ク

ス
經
濟
學
に
お
け
る
獨
占
理
論
の
展
開
を
、
マ
ル
ク
ス
•
レ
ー
ー
一
ン
•

ス
タ
I

リ
ン
へ
の
系 

統
的
凝
鹿
、を
迎
ら
て
、.
简
寧
.に
し
か
も
新
し
い
解
釋
を
も
っ
て
^
じ
た
も
の
と
し
て
注
目
す
，ベ
§

で
あ
る
0

と
く
に
マ
ル
ク
ス
の
資
本
論
は
じ
め
諸
文
，
 

.献
》

の
引
用
，
は
，
簡

に

.し
て
寒‘を
捧
て
，い
：
る
;.
<
>

こ
の
論
文
で
ぬ
^
餘
P

論
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
マ
ル
、ク
ス
の
經
濟
學
說
に
お
け
る
獨
占
の
，諸
躺
晓
を
顏
別
し
、
声
本
主
義
の
■生
成
に
お
.
い
て
递
禝
设
渕 

を
演
じ
た
本
源
.的
蓄
積
の
槓
杆
と
し
て
の
獨
占
、資
本
所
有
の
基
礎
規
定
的
な
獨
S

:(

生
產
手
段
の
資
本
家
階
級
.に
よ
る
獨
占)

に
言
及
し
て
い
る
こ
と 

は
注
.

n
r

さ
れ
て
よ
ぃ
點
：で
ぁ
る
，0
撾
*
ド
ッ
ブ
も
近
笔
資
本
主
.義
發
展
.の
阬
究
；

J

の
第
三
窜「

K

ル
、ジ
ョ
■ア
'ジ
.
丨
の
、は
じ
ま
リ

J(

p
 D

o
b
b
,
s
t
.
u
d
i

.o§.

• 

i't
i

t

¥

d'o
y
^
o
p
m
e
.
s

o
f

 

c

-^
s
l
l
s
f
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遂

丨)

.-
©
と
こ
る
，で̂

^

王
素
生
成
.ギ
A

い
て
.獨
沾
の
獱
七
た
役
'to
;©
重
要
独
令
說
ぃ
て
い
％
。
 

エ
ル
ス
ナ
ー
は
マ
ル
ク
ス
儸
濟
厚
'說
に
お
け
る
獨
占
の
謂
摘
を
次

9

ょ
う
な
歷
.史
的
順
序
に
.從
つ
て
耍
狗
し
て
■い
る
0:

一
、
獨
占
は
、
資
本
制
的
.生
產
樣
式
の
生
成
に
ぁ
た
づ
て
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
。
自
立
的
生
產
若
の
徵
收
“
掠
奪
.
破
滅
の
た
め
の
重
耍
な
槓
杆 

:-
'

と

'1
-
て
そ
れ
は
役
立
つ
た
.-
0

.

.

.

. 

' 

;

ニ
、
迚

蓮
--
#

殺

祀

たや
す
る
資
本
家
偕
級
：
.の
獨
a
f
_所
洧
は
.、
築

本

制

的

谶

性

f

-'-
©

基
漉
す
な
'す
。

P
P
っ
て
、
廣
本
淛
的
#
痛

.-
0
;|
8

滅
が
資
本 

.

主
■

の
凝
止
.の
必
須
滌
件
で
.ぁ

る
'0
'
 

.

.

.

自
然
的
•
人
.爲
的
獨
占
は
、
.資
本
制
的
生
產
の
.客
觀
法
則
を
部
分
的
に
は
妳
げ
る
。
し
か
レ
こ
れ
を
止
揚
す
る
こ
と
.は
で
-き

な

い

で:'
窮
秘
に 

■

.ぉ

ぃ

て

僻.

一 ..

被
饷
觎
.擠

的

合

法

則#
1
9
粋
_拘

で
.作

馮

す

る

.。

 

：

'.

佃
、
資
本
櫚
的
在
產
め
典
在
的
儲
法
則
似
、

赘
体
淛
讷
迚
灌
雜
式
か
ふ
目
リ
筒
策
‘な
生
適
墉
忒
：/
の
魂
被
溯
の
凌
观
た
る
噺
セ
々
斓
占
を
う
み
友 

.
す
。T

帝
國
主
« .
は
、
ブ
；
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
.ト
.の
社
會
革
命
の
前
夜
で
ぁ
る」

(

レ
一
ニ
ン)

：
.

.
.
.

.さ
ら
に
、

H
.

ル
.ス
，ナ
ー
は
、

ス
.タ
ー
リ
ン
の
現
代.資
本
主
義
の
基
本
法
則
の
主
要
な
特
徵
と
要
求
に
關
す
る
踅
式
化
を
敷
延
し
て
‘、

「

獨
占
資
本
主 

最
高
利
_

は
剩
餘
價
値
法
則
な
ぃ
じ
谓
聰
法
側
'-
«>
作
用
逾
谓
^

こ
.え
：る
_

據
>

ら
東
ら
.办
る
次
ぃ
.-5
^

最

高

别

猶

め

 

.

生
な
源
泉
は
.顧
餘
價
値
す
.な
七
ち
勞p

者
僧
級
の
僻
取
で
ぁ
リ
、
こ
の
.か
ぎ
り
で
は
マ
ル
ク
ス
の
凝
見
し
た
剩
餘
價
値
法
則
が
ス
タ
i

シ
の
發
見
し 

た
現
代
資
本
主
義
の
經
濟
的
基
本
法
則
の
內
部
で
作
用
す
る
.。
'だ
が
こ
の
基
本
法
則
の
作
用
は
も
つ
と
免
汎
な
も
の
で
ぁ
.る
。」

と
い
う
注
目
す
.べ

.%
展 

ン
.開
を
試
み
て
い
.る
。
，
め
ま
:.
5
、
前
述
め
總
利
潤
-=總
剩
餘
儐
値
と
い
う
枠
を
こ
え
.て
、今
日
の
獨
占
賛
本
主
.義

の

最

裔

利

：潤
の
逍
求
が
、炎
さ

.れ

贫

い

名

、

■ 

‘
^
.
い
3

.
--
C

と
で
あ
る
o

•
 

'
 

圓
 

•
 

'
 

.
 

•

.

■•:

と
と
ろ
■で
、
.
々
ル
ク
ス
.■は
_
1般
.的
に
は
.
自
由
凝
爭
の
支：

配
的
な
.產
業
資
本
主
義
段
階
で
.の
、

部
分
的
な
獨
占
を
.麗

と

し

'て
い
た
が 

(

か
れ
.の
時
代
と
し
て
と
れ
'は
當
然
の
こ
：と
で
ぁ
+る)

そ

れ

だ

け

で

.は

な

い
.-
0

す

で

：に

チ

ル

：ス

：
カ

！

が

.第

四

の「

新
た
な
獨
由」

'と

し

て

.マ
ル
ク 

K
R

つ
.
$て

指

摘
-1
>
ャ

ゃ

る

ょ

う

に

、

：
マ

ル

タ

ズ

.
_
、
獨
遇
廣
本
莖
篛
难
立
.め

遙

か

馨

に

、
こ
％
新
.し

や

雜

沾

に

，

ヤ
て

.銳

ぃ
|
1
1及

を

し
^

い

名

の.で

あ

务-°
' 

.

.

.

.

.

•

 

• 

; ■
 

• 

• 

-

.

.

.

. 

.

「

半

世

紀

ま.え
に
一
マ.ル
.タ

ス
'が

：'

f

資

本

論』

%
.嘗

い
.た

，
必

韋

に
$

自

由
■

争

は
.、

經

濟

擧

，者

；
の

.壓

：倒

钟

大

多

索

I

么
づ
'?'

は『

自
然
法 

鞠
^

と
"̂

小

，炎

業^
ぁ
‘す
る
跑
論
的
諸
間
鶴 

七

、ハ
，
八

七

七

)



三
田
學
會
雜
詠
笫
睬
十
.七
卷
.
，解
九
•

十

號

，
 

,

A-(

八
七
八
；

則J

-0

よ
う
に
思
わ
れ
た
。

マ
ル
ク
ス
は
、

資
本
主
_

の
理
論
的
お
よ
び
歷
史
的
分
析
に
よ
っ
て
、
：自
由
競
爭
が
生
産
の
集
積
を
う
み
だ 

し
、

そ
し
て
こ
の
集
積
は
そ
の
發
展
の
一
走
段
階
で
は
獨
占
を
も
た
ら
す
こ
と
を
論
證
し
た
が
、

公
認
科
學
は
こ
の
マ
：ル
ク
ス
の
書
物 

を
默
殺
し
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
た
。
だ
が
、
い
ま
や
獨
占
は
事
實
と
な
つ
た
。
經
濟
學
者
た
ち
は
山
な
す
書
物
を
あ
ら
わ
し
て
、
獨
占
の
個 

々
め
現
,

.

っ
い
.て
#
き
な
が
ら
も

、
,し
.か
も
ロ
：を
そ
ろ
え
て
.『

.マ
ル
タ
ス
主
義
は
論
破
さ
れ
て
い
る』

と
聲
明
し
つ
づ
け
て
い
る
。

. 

>
た
が
、
.
ィ
ギ
リ
ス
'
の
こ
上
わ
ざ
に
も
い
う
と
う
り
、
裏
實
は
頑
固
な
も
の
で
あ
'o'

て
、\
い
や
で
も
お
う
セ
^
^

ば
な
ら
な
い」

t

レ
I 

f
ン「
帝
國
主
義
論」

國
民
文
庫
、
三
六
寅)

：へ

:
■

マ
ル
ダ
ス
が
^

ホ
主
^

生
產
心
#

展
®

程
に
お
い
て
.
.一
貫
し
て
問
題
.と
.し
て
い
；る
基
本
的
矛
盾
は
、
生
產
の
社
會
化
が
益
々
高
度
化
す 

る
の
'に
も
が
か
わ
ら
ず
、
'
取
得
が
：私
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
.あ
る
。
.資
本
制
協
業
は
歷
史
的
に
も
槪
念
的
に
も
資
本
制
生
產
の
出
發
點 

で
あ
る
が
、
' 
す
で
に
こ
0

中
に
勞
働
の
社
會
化
と
取
得
の
資
本
家
的
私
的
性
質
と
の
矛
盾
の
'存
す
る
こ
と
が
、
，マ
ル
ク
ス
に
よ
つ
セ
鏡
く 

分
析
さ
.れ
て
.い
る
。
，
掘
業
よ
り
分
業
に
も
と
づ
^

懷
業
、
す
な
わ
ち
マr

ュ
フ
ァ
ク
チ
.
ュ
：
ア
、

さ

ら

に

大

エ

業

.へ
と
生
產
形
態
が
完
成
.$ 

れ
て
く
る
に
伴
.つ
て
、
勞
働
な
ら
び
に
生
產
手
段
の
社
會
化
と
费
本
制
的
私
的
所
有
と
の
矛
盾
も
成
熟
し
て
く
る
。
さ
ら
に
マ
ル
ク
ス
は 

「

資
本
制
蓄
積
の
-
一
般
的
法
則」

に
'お
い
て
、
：資
本
の
；集
積
と
'

「

本
來
的
集
中
.j

へ
を
論
じ
、r

資
本
馨
積
の
歷
史
的
傾
向」

の
節
に
お
い 

て
、
資
本
主
義
の
基
本
的
規
定
た
る
生
產
手
段
の
資
本
家
，階
級
に
よ
.る
獨
占
と
い
う
一
般
的
基
礎
の
上
で
、
さ
ら
にT

少
數
の
資
本
家
に 

よ
る
多
猶
の
資
本
廣
の
收
奪」

X

集
中)

と
、
ま
す
ま
す
增
大
す
る
そ
の
生
産
と
資
本
の
集
積f

程
を
通
じ
て
、
少
數
の
大
資
本
家
の
.獨 

占
、
新
し
い
獨
占
が
生
み
出
.さ
れ
る
こA

J

を
暗
示
し
て
.い

る
:0(

註
1

0

こ
の
場
合
、
法
意
す
べ
き
は
信
用
制
度
の
役
割
、
信
用
と)

こ
れ
に 

基
く
株
式
制
度
に
よ
.る
社
舍
の
分
散
的
資
本
の
少
數
大
資
本
家
.へ.
.の
.集
中
と
、
そ
の
集
積
、
，そ
の
場
合
に
お
け
る
_
打
の
役
割
を
マ
ル
ク 

ス
が
論
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、.
新
し
い
獨
占
へ
の
轉
化
の
さ
い
の
生
產
及
ぴ
資
本
の
集
積
•

集
中
の
.も
.つ
基
本
的
意
義
と
、

の
ち
の
.金
融
資
本
論
を
暗
示
ず
る
信
用
制
度
の
、';
集
中
へ
，
.集
積
の
上
に
演
ず
る
役
割
'^
、

了
ル
ク
ス
が
獨
古
睽
階
よ
り
遙
か
以
前
に
注
目

，し
て
い
た
こ
.と
を
忘
れ
て
.は
な
ら
な
い
？
.(

註
四)

'

.

.

.
い 

' 

.

>

■■

•
 
.
 

....
 

.

•
 
•
 

.
 

.

，
さ
ら
に
こ
.
の
新
し
い
獨
占
が
、
,——

信
用
制
度
及
び
株
式
制
度
を
含
め
て——

生
庫
の
社
會
牝
.の
新
し
い
段
階
で
あ
り
、
次
ぎ
の
社
會 

(

社
會
主
義)

ベ
の
基
礎
を
.

「

形

式

的」

，
に

生

灰

だ

：

.し

て

，い

：る

も

の

_で
あ
り
、
生
產
の
社
會
化
：と
取
得
^.
私
的
性
質
と
の
矛
盾
の
樺
限
に
達 

し
た
も
の
で
あ
つ
：て
、
そ
の
歴
史
的
地
位
は
ま
.さ
に
新
社
會
へ，

の
單
な
る「

通
過
點」

す
な
わ
ち
過
渡
期
を
形
成
す
る
と
い
.う
こ
と
を
銳

く
I

 
し
：て
.い
I

 

で
あ
る
。

.グ

.
'■
,
/ 

■

• 

• 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.
:'
 

.

.

.

.

.

'

-
.

- 

• 

:

.

.

.
一、

' 

-
 

.
:

.

.

. 

-

.

■

■- 

■ 

' 

- 

,

■

(

註
三)

；
エ
ル
/ス
ナ
ー
が
マ
.：ル
ク
ス
.の
獨
占
諸
範
_

を
四
つ
.あ
げ
て
い
る
こ
と
は
前
-̂

し
た
が
、

^
 

そ
れ 

ぞ
れ
の
段
階
に
お
け
る
獨
占
ヤ
あ
る
が
、
こ
れ
は 

一
*

し
て
發
展
的
に
.理
解
さ
れ
.な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
源
的
蓄
積
期
に
お
け
る
獨
立
小
生
產
者
か

、

.

ら
の
土
地
を
は
じ
め
と
す
る
生
摩
手
.段
の
.收
奪
ば
、
資
本
制
生
産
の
基
權
規
定
た
冬
輿
產
.手
段
.の
費
本
家
階
級
に
よ
る
獨
占
を
齋
ら
し
、
こ
•€
>
階
級
的 

,

獨
占
の
*

礎
©
上
で
.、
さ
ら
に
競
爭
過
程
に
お
いV

.

同
じ
階
敝
內
で
.の
少
數
資
本
家
の
手
.へ
の
、：..生
■產

•
資
本
の
集
積
•
集
^
 

(

生
產
手
段
の
資
本
家 

的
獨
占
に
よ
る
勞
働
者
の
搾
取
と
，.多
數
資
本
，家
.の
.收
奪)

を
通
じ
て
、
新
し
.い
獨
占
.

(

猶
占
資
本
主
義)

を
生
み
出
す
マ
と
い
う
資
本
'年 

則
と
-̂
て

つ
：か
ま
れ
ね
ぱ
な
£>
,ぬ
と
思
う
。
.か
か
.る
.點
を
最
も
よ
.く
要
約
し
て
：い
る
の
.が
、
一.

「

資
本
論」

第
二
十
四
章
七
節
の「

資
本
制
蓄
積
の
歷
史 

的
傾
向 j

.,
で
あ
る
尸
'
':

ぺ
く
：
-.
.

.

■

:

■

'
.

へ

：：

:

.V. 

:

,

:

.

:

:

.

■.

「

か
\
る
_收
奪
:(

赘
本
制
坐
產
截
式
.が

_,
度
ぴ
：_
分
の
脚
で
立
つ
や
茶
や
.、..と
\
に
勞
働
の
よ
りI

層
の
社
會
化
、.
お
よ
び
.土
地
そ
の
他
生
產
手
段
の 

.社
會
的
に
.齋
さ
れ
る
ャ
か
く
V

て
共
同
的
な
、
：
生
產
手
段
へ
の
i

力1.

層
..の
轉
化
、
，
從

つ

ベ

取

的

所

有

者

，の
よ
り

•！

層
の
收
奪
が
、

一
つ
.の
新
た
な 

形
態
.を
と
名
、
と
い
う
意
味
の
收
奪——

伊
東
註)

は
資
本
制
逢
產
々
の
も
の
の
內
在
；的
諸
法
？則
6

作
用
に
よ
つ
て
、

諸
資
本
の
集
中
に
よ
つ
て
、
 

.成
就
.さ
れ
る
。
..；'.

1

人
ず
ら
.，
の
資
本
家
が#-
く
..の
資
本
家
を
.打
ち
滅
ぼ
す
か
-*
>'る
集
中
、
_..:あ
.る
.ひ
■ぼ
、
..
少
數
の
.資
本
家
に
よ
る
-#
數r

の
費
.本
家
の
收
奪

:

土
地
め
，許
«

的
な
利
用
が
、
共
同
的
.に
©
ケ
利
用
さ
れ
う
る
勞
働
手
段 

の
轉
化
が
、■
結
合
き
れ
た
•
社
會
的
な
r

勞
働
：の
■生
產
手
段
と
し
て
.
の
使
用
に
.よ
る
すベ

.： y

の
生
庫
手
段
の
.餌
約
が
、
世
界
市
場
網
べ
.の
す
ベ
て
の
國 

民
の
編
入
が
、
從
つ
て
ま
た
資
本
制
的
體
制
の
國
際
的
性
格
が
、
發
展
す
る
。
こ
の
轉
化
過
程
の
あ
ら
ゆ
る
利
益
を
横
奪
し
且
つ
獨
占
す
る
大
資
本
家

■

.
,

獨
占
上
中
小
企
業
を
めV

る
理
論
的
諸
間
題

,
 

<

九

(

八
七
九)
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(

八
八o

)

,の
數
0

絕
え
ざ
る
.減

少

に
^

れ
て
、
-
食
困
.
抑
壓
.
谶
獨
：

頹

锻.
婢
取
.

の
度
合
が
增
大
す
る
が
、
し
か
し
ま
た
、
た
え
ず
膨
服
す
る
と
こ
ろ
の
、
 

そ
ん
て
廣
本
制
扭
產
過
揭
そ
の
先
の
の
.機
稱
.に
よ
-

て
，釧
練
さ
れ
_ 

.結
合.
-3

,
办

•
.
且
っ
姐
微

3

九
^

文
七.る
の
.
、

勞

,

激

稭

級

:©

.
顧
龙
ネ
噌
大
サ
石

0 

:

.
:
.
繁
本
.耀
占
は
、：.そ
れ
么
：典
'̂

彳
れ
ら
■の
發 

ン
泳
淛
的
外
被
±

調
利
七
夂
众
べ
汝
ぷ
點
.に
；到
#

す
名
，

て
:.
©

外

被

は

，
翁

辨
-;
:
$
如
る
',
0

費

本

制

：的

谁

有

5

隹
多
廣
後
.や
時
浓
鳴
る
。：
派
癩
者
來
杳
f

嗽 

'.
擎

.私
s

j

:
(

ァ
ル
t

 

S

本
論
1

長
谷
都
^

(

美

.泗
3
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1
こ
.釋

-0

亦
鉀
猶
き
_

、
双
下
冼
谰
じ)

へ

:
い
.

(

跬
四)

へ
；羧
萍
输
，第
-2

卷
：第
1
.ー；ナ
卡
萆
.
|槳
本
制
隹
靡
凇
澌
妙
石
信
用
の
役
劍
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式
脅
雨
ゆ
艰
滅
.に
關
丄
.て
次
»

ヌ
凇
っ
省
う
に
遴

• 

t

Tい

愚
.,
.
:
：■
て
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.

.

.
:
'
;
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F
(
.

一.
.

)

，
.掴
別
的
髂
資
本
に
.と
っ
て
は
不
可
能
で
あ
っ
た
生
產
お
よ
び
企
業
の
規
瘼
の
、
.尨
大
な
擴
張
。
同
時
に
、
從
來
は
政
府
企
業
で
あ
っ
た
よ
ぅ 

‘

賭
企
業
亦
肴
社
企
、業
束
t

'o
'

,'
' 

•

.-H
I

卽
自
的： (

潜
班
：

i
〉

に
#

會
的
隹
瘅
栽
成
に
立
御
1

て
^

隹
'-
#

與
加
よ
ガ
勞
襲
汸
％
社
.
-'
#

胙
集
猶
.を
前
提
と
^

る
.廣
痒
が
、
こ
'9.

場
，合
牝
は 

_
苽
接
に
、
プ
挪
的
費

.本
#

對
衷
す
命
^

脅
=

#

»

.資
本
«

接
-̂

艏
合
慕
餹
姻
人
め
資
本)

の
彩f

を
I

の
、で
$

て
、
か
介
洛
賓
沣 

秘
的
僉
業
忆
對
立
.す
る
社
會
=

會
社
企
業
と
;u

て.登
場
す
海
。.
.

^
は
、.
療
亦
制
生
.隹
嫖
忒
次%

'■
:
%の
：の
m

3

•-
©

、’
来
的
观
有
本
し
て
の
.策
亦
'€
> 

也
揚
灾
あ
る
-®
_
.
.
.
:
.
-
.
.

;

:
' .

C

三)

..
現
實
に
機
能
す
る
資
本
家
が
他
汰
.C
D
資
本
の
.軍
な
.
^
支

配

人-*
管
理
人
•に
顧
北
し
.、

賓

本

所

省

渚

が

弾

な

>5
谢
洧
者
、：f

处
る
嘴
噃
嘹
本
宽 

に
轉
化
す
る
。

•
：
：
♦株
式
會
社
に
お
い
て
は
、
機
能
が
資
本
所
有
か
ら
分
離
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
勞
働
も
、
生
産
手
段
お
よ
び
剩
餘
勞
働
の
所
有
か
ら 

•

す
，
っ
斧
り
：分
離
さ
あ
て
：
い
，

.る
0

資
本
制
生
庫
の
最
高
.の
發
展
の
こ
ぅ
し
た
結
果
は
、
資
本
が
生
產
者
た
ち
の
所
有
と
い
っ
て
も
、
も
は
や
、
個
々
別
 々

の
生
庳
者
允
ち
の
私
的
所
有
と
七
て
の
で
は
な
く
、
結
合
.せ
る
生M
者
と
し
て
の
彼
等
の
所
有
と
し
て
の
、
直
接
的
な
社
會
的
所
有
と
し
てQ

:―

に 

#

轉
化
す
る
た
め
.の
必
然
的
な
通
過
.點

で

あ

る

。…
…

.
:
:

.
'
-
.

,

,

0れ
こ
そ
は
繁
本
制
生
庫
樣
式
そ
.の
^

の
，の
內
部
で
の
資
本
制
生
產
樣
式
.©

止
.揚
で
港
丨
、
.:

ん
太
が
っ
.て
滴
已
自
身
淦
止
揚
す
#

矛
盾
で
あ
.
っ
て
、
 

こ
の
牙
盾
收
、T

見
あ
名
.ふ
か
に
、
渐
允
なI

1:

1:
一

.©
•¥
-
な
る
^

過
■
.
と
し
て
為
:̂

わ
れ
る
。
か
办
石
矛
盾
と
.
し■
て
、
.
々
れ
は
廣
本
刃
观
缴
忆 

.
お
い
て
も
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
れ
は
特
定
の
部
面
で
獨
占
を
生
み
出
し
、
.
し
た
，か
っ
て
國
家
の
午
渉
を
挑
發
す
る
。
そ
れ
は
、
.新
た
な
金
融
貴
族
を
.、
發 

•於
々
.
.餘
立
孝
お
.よ
び
單
に
名
目
上
の
重
役
の
姿
を
と
っ
た
新
種
の
寄
生
蟲
を
I

創
立
、
株
式
發
行
、
お
よ
び
株
式
取
引
に
關
す
る
詐
欺
_
着
の
全 

勢4

如
、
か
.

か
す
か
;°

こ
れ
は
私
的
所
有
の
领
制
な
し
の
、、
,私
的
生
產
で
ぁ
る」

(「

資
本
論」
長
谷
部
課
10
>

ニ
0

五
丄

ニ
0

頁
：
|

«

點
伊

H

•シ
グ
ル：

ス
.は
务
走
で
^
.
ル
.
>
'
ス.
の
右
©
文
莩
に
湔
尨
し
て
5

式
#

社
>
1
1
乘」

し
て
、
.ヵ
.ル
テ
ル
、
ト
ラ
-ス
.ト
.の
英
.
米

.
獨
等
の
結
成
に
.言
及
し「

全
：化
學
エ
業
の
基
礎
を
な
す
と
の
部
門(

ア
ル
.ヵ
リ
エ
業
丨
伊
東
註)

で
は
、
 

ィ
ギ
リ
ス
で
は
競
.執
が
.：獨
ホ
に.よ
.つ
.て
代
位
•さ
れ
て'お
.P
、
.■總

會

紀
^
び

總

社
<
^〕

.
國

民
‘

に
よ
る
‘將

來
<?
>
收
奪
が
*

權
^̂

,
•

へ
の
、
で
：あ
方

J

®

'r
.
:
l:o
九
，：頁

f

傍
應
新
東)

..と
，は;0
，
き
，5.
獨
:^
賓
本
生
義
に
.づ
.い
て
#
^
^
^
い
石
，c*

 

G

'os
e
i
l
s
c
l
l
a
f
t
:

は
會
碑
及
ダ
ft
;#
.
.の
ニ
つ 

• 

の
慮
摊
.女

念

も

の
^
,、

ト
，
ラ
：
ス

ト

;|
|
聰
- #
麻
'|
|
總
社
食
;|
|
國
與
と
'皮
掏
く
.
.つ
來
や
 ̂

:

•

.

r

資
本
制
.生
庫
の
纘
行
中
に
各
々
の
佩
別
的
生
產
過
.程
の
規
模
が
擴
大
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
に
.つ
れ
て
.投
下
3

る
べ
き
資
本
の
，最
低
量
が
擴
大
さ
れ
る
の 

.

.
で
夸
る
“

、，
右
”の
亊
摩
の
ほ
.か

に

も
' -
.

(

有
9
番

と
.は
矣
，本
や#
|
|看

に

眞
'等

の

摘

镇0
鏵
化
等
に
、よ.
^て
'
€ず
る
賭
提
爾
を
，相
_

す
る
.た
»

:

に
：.堪
鄭
货
^

^

-
を
必
耍
と
，す
る..こ
'と
，1

#'
凍
€
,
:' -

產
業
廣
本
霽 

:

.

.次

.オ
轉
邓
さ
せ
る
第
情
が
あ
る
の
で
あ
るJ

,
「
(

資
本
論」

長
谷
部
譯(

5)

ー
〇
三
頁)

(

傍
點
伊
東
>
.
.
.

„ 

T

資
本
制
生
產
に
づ
れ
て一 .

め
全
<
.新
た
な
力
た
る
信
用
制
庳
が
形
成
.さ..

れ
る
，の
で
.あ
つ
'て〜

と

密
か
に
，.忍
：び
と
：み
、

社
#

の
.

表
：：

面
•に
•大

小
^
ま

る

'貨

雜

手

與

安_
杧
；#

各
な
い
、糸

亿

よ-0
て
.個
.
>の
.又
は
'結

合

せ

，
名

.
資

本

瘃

允
 

一,:
,
:;.
:

-

あ
の

#

に
^
肩
«

怂
る

-,
©
で
あ
る
が
、
や
が
て

i
T
.

 

I

馨

獺

^

の
.新
た
.处
#

る
.べ
'
き
武
器
と
知
--
1
)、
.
々

し
-7
:
艏
局
は
、
資
本
蘼
中
の
次
め
刃
尨
大
处
社
. 

-
- 

會
的
機
横
に
轉
化
す
る
1

(

同
4.)

ー：
三
ー
頁)
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一

:

以
上
.の
.よ
$

に
、',
：
の
ち
に
レ
ー
;
.-
、
■<
.

匕

フ̂
>

,
-:
1

デ

ィ

、

V

ダ

等

に

：
：
よ

つ

：
て

、
展

M
.さ

れ

た

帝

國

生«

.
獨

占

資

本

主

義

、

金

融

資

本

等

'

P

理
論
の
基
礎
は
一
、

.

.す
疮
fc

斷
片
的
な
が
ち
、V

マ.
ル
.ク
.
ス
0
.进
*

な
資
樂
壬
義
.の
，
分

歡

の

：
中

に

(

見

出

洛

れ

る:-
,
0何

よ

り4
_注

目

.し

な

け

れ

.

• 

- 

. 

- 

. 

•
•
•
^
. 
一.
.
' 

. 

..
 

,. 

•

•一
.
. 

' 

■ 

i 

• 

>

ば
な
，ら
ぬ
こ
と
ゆ
、、
マ
ル
ク
ス
の
資
本
主
義
の
.歷
史
的
發
展
の
正
確
な
把
握
が
、
令
日
め
段
階
を
狂
い
な
く
見
透
し
て
い
る
と
い
ぅ
點
で

K
-.
I
. 
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-
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つ
ぎ
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中
小
i

IH
J

題
の
理
解
に
つ
い
^

®

要
な
、
資
本
量
の
大
小
、
，
中
小
資
本
ぬ
迤
業
資
体
.主
義
の
下
祀
淞
け
る
階
屠
刹
地
^

そ 

-
: 

S

の
時
作
の
支
配
的
な
大H

業
資
本
た
る
べ
く
資
本
量
が
相
對
的
に
小
さ
い
た
め
に
.產
業
界
の
ザ
署
に
追
い
込
め
.ら
办
て
遍
度
競
费
を
く
り

園

ノ
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M
l
X

八
八
ニ)

か
，え
す
中
小
資
本
の
特
質
に
っ
い
て
の
、
示
唆
深
い
マ
’ル
ク
ス
の
敍
述
に
移
ろ
う
。
產
業
資
本
主
義
段
階
の
小H

業
問
題
、
と
く
に
生
靡 

形
態
的
側
面
か
ら
の
敍
述
、
す
な
わ
ち「

近
代
マ
一
一
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア

と

近
代
家
內
勞g

」

に
つ
.
い
て
は
、
な
お
多
く
の
問
題
を
殘
し
て 

は
い
る
が
、
す
で
に
他
の
機
會
に
お
い
て
論
及
し
た
か
ら
こ
れ
に
譲
る(

拙
稿r

中
小
工
業
問
題
の
本
質」

藤
田
敬
三
•
伊
東
估
吉
縞「

中
小
工
業

.
の
本
質」

所
收
、.
.參
照)

：

.

.

.

 

' .

.

.

,F

競
爭
戰
..は
商
品
の
低
廉
化
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
。
.
商
品
の
低
廉
は
、
他
の
諸
事
情
に
：し
て
不
變
な
ら
ば
、
勞
働
の
生
産
性
.に
：依

存

す

る 

のP

あ
る
が
、こ

..

の
後
者
は
生
產
の
規
模
に
依
存
す
る
。
從
っ
て
、
よ
' ^

大
吾
な
資
本
は
よ
り
小
さ
な
資
本
.に

对

勝

：っ
。

さ

ら

に

想

起

さ 

れ
る
‘の
は
資
本
制
生
產
樣
式
の
發
展
に
っ
れ
て
、
事
業
を
そ
の
標
準
的
諸
條
件
の
も
と
で
營
む
た
め
に
必
要
な
個
別
資
本
-©
最
低
量
が
增 

掌

か

、
：
と
い
i

l

l

。、
從
っ
て
よ
I

さ
な
資
本
は
，

大
i

p

吞

か
•
征
服
さ
れ
て
い
な
い
諸
生
産
部
面
に
突
入
す
る
.
0
競
爭
は
こ
こ
.で
は
、
.敵
對
的
諸
資
本
：の
..數

に

芷

比

例

し

：、
：
そ

の

犬

.い

さ

に

逆

比

例 

し
て
猛
烈
で
あ
る
。
そ
れ
は
常
に
、
多
數
の
よ
り
小
さ
な
資
本
家
た
ち
の
滅
亡
を
も
っ
：て
終
る
の
で
あ
っ
て
、
.
彼
等
の
資
本
ば
、

「

部
は

勝
利
薺
の
手
.に
：後
行
し
、.
一
'部
は
滅
亡
す
S

.(「

資
本
論」

長
谷
部
譯
，(

6:
.

—*
5

^

.
'
:
. 

.

.

.

.

.

:

.

•
 

. 

■

■

-

.
,

.

.

.

-
 

.

.

.

. 

. 

'

こ
の
引
用
文
は
資
本
M

第
一
卷
第
ー
一
±

ー5

--
1
資
ホ
^

^

の
へ
ー«

的
&

則」

箜

」

節
に
お
い
て「

本
来
的
集
中」

を
.

「

簡
單
な
事
實
‘ 

指
一
；小j

と
丄
て
,

明
し
.た
個
所
の
1

部
で
あ
る
が
、
.「

資
本
制
生
產
樣
式
の
發
展
に
っ
れ
て
、
事
業
を
そ
の
標
準
的
諸
條
件
の
も
と
で
營 

む
た
め
に
必
要
な
個
別
資
本
の
最
低
量
が
增
加
す
る
、
：.

…

：從
っ
v

v

よ
り
小
さ
な
諸
資
本
.は
、
犬
'工

業

に

よ

っ

て

は

.ま

だ

散

在

的

に

し 

か
、
あ
る
い
は
不
完
全
.に
し
か
征
服
さ
れ
で
は
.な
い
諸
坐
產
部
面
に
突
入
す
るJ

と

述

べ

：て
V

個
別
資
本
の
量
の
も
っ
基
礎
的
な
意
味
、
 

そ
れ
が
そ
の
段
階
の
救
準
的
諸
條
件
の
最
低
量
以
下
で
あ
る
か
ど
う
.か
.
.と
い
う
こ
と
の
：重
要
性
が
說
か
れ
.て
い
る
ご
と
は
、
ま
目

し

な
げ
. 

れ
ば
な
ら
な
い
。
私
も
含
め
て
從
來
中
小
企
業
論
を
マ
ル
タ
ス
經
濟
學
の
立
場
か
ら
展
開
せ
ん
と
し
た
も
の
の
典
通
の
.缺
陷
は
、
中
小
企
.

業
の
生
産
形
態
の
お
く
れ
や
特
質
、
日
本
資
本
主
義
の
も
つ
特
殊
な
か
か
る
關
係
に
の
.產

目

す

る
I

そ

資
本
の
集
積
の
程
度
か
、ら
出
發
す
.る
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
傾
向
が
-̂

る
こ
と
を
反
省
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
.

こ
の
資
本
量
の
大
小
は
單
に
量 

的
差
異
に
止
ま
ら
ず
、
、質
的
た
差
異
に
轉
化
す
る
。.
.標
準
的
最
低
量
よ
り
り
小
.さ
.い
資
ホ
は
、
標
取
的
生
産
形
態
以
前
の
.、
資
本
の
勞

働
過
程
に
對
す
る
包
攝
の
よ
り
不
充
分
な
、

お
く
れ
た
.生
.產
部
面
に
.突
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
.
の
で
あ
る
。.

資
本
の
集
積
度
の
大
小
は
ま

• 

. 

. 

. 

+• 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

...

た
、.
他
資
本
を
集
中
す
る
か
、
他
資
本
に
吸
引
さ
れ
て
し
ま
ぅ
か
.の
分
岐
點
で
%■

あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
有
の
’
引
用
文
に
つ
づ
い
て
g

:

5の

末
尾
に
引
用
し
た
.「

新

た

な

カ

た

る

信

用

制

度

」

，，
が

太

資

本
.に
自
己
資
本
の
限
界
よ
り
遙
か
に
大
き
な
社
會
0'
分
散
せ
る
諸
資
本
を
か
き

i 

.

. 

• 

- 

......
 

.

.

.

.

 

•

 

.

集
め
さ
せ
、
；
や
が
て
は「

競
爭
戰
上
の
新
た
な
恐
る
ベ
•き
武
器」

と
.な
る
こ
と
、
そ
し
て
結
局
は「

諸
資
本
の
集
中
の
.た
，
め

の

尨

大

な

社 

會
的
機
構
に
轉
化
す
るj

こ
と
を
述
べ
そ
、
獨
占
、
金
觏
資
本
の
段
階
；

の
！
：

乘
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
.る
。

.

，
.

：

.

.

つ
ぎ
に
、ノ
よ
り
小
な
る
資
本
：が
突
入
す
.̂

諸

生

產

部

商

に

お

。
い

.て
は
、

-1

競
爭
は
こ
.
.：こ
で
は
，、
敵
對
的
諸
資
本
の
.數
に
正
比
例
し
、-.そ 

の
大
い
さ
に
.逆
.比
例
しV

:

猛
烈
で
あ
る
p

i
と
い
ぅ
こ
と
は
、
.
よ
り
大
き
な
資
本
相
万
の
競
爭
に
比
し
て
の
、
よ
り
小
な
る
■資
本
の
過
度 

競

爭

を

，示

し
.て
い
る
と
と
も
に
、
；檩
準
的
最
低
限
.以
下
の
小
資
本
の
競
爭
が
、
..よ
り
大
き
な
資
本
と
は
.一.

つ
の
._

層
的
關
係
に
.あ
る
こ
と 

を
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
：

,

:

:'

へ
:

.

.

.
-
.
ぐ 

,

.

.と
こ
ろ
で
資
本
論
の
他
の
諸
箇
所
に
お
け
る
敍
述
と
綠
合
し
て
み
る
と
、
-:
.

こ
：の
問
題
は
.づ
.ぎ
の
よ
ぅ
に
な
る
0
.右
の
よ
ぅ
な「

か
い
^
 

な
る
資
本J

が
.過
度
競
爭
を
くP

か
え
す
、
お
‘く
れ
た
生
塵
部
雨
に
は
、
資
本
制
生
產
の
發
展
と
と
も
に
益
々
增
大
す
る
相
對
的
過
剩
人 

ロ
も
ま
た
密
集
的
に
集
る
。
：こ
と
は
大H

業
や
大
農
業
に
よ
つ
て
べ「

過
•剩
化
さ
れ
た
人
々i

の
.

T

最
後
の
遮
難
^

J

 

'

(「

資
本
論」

長
谷
部
譯 

(

3
. 

三
頁)

.；で
あ
る
'0

從
づ
.て
勞
働
者 

：
シ
，

:■
;

-

.

,

'

'

 

‘ 

か

く

し

て

賃

銀

の

勞

働

力

の

價

値

以

下

へ

の

切

下

が

恒

常

化

し

'
チ

ー
ブ

•

レ
ー
バ
ー
が
固
定
化
す
る
と
と
も
に
、

つ
ぎ
に
は
勞
働
日
の 

,

.,
■

獨
占AJ

•中
小
企
著
め
ぐ
る
裡
論
的
諸
問
題
、

.
- 

一.
三

ス

八

八
j

s

:
.

,
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J

[.

、

t

1

:離:-.I

'I-
-
.興
v

i;,
i
i

ザ
#

ギ
九
、
ヤ

號

.

-

、
 

一
四
：
、

(

八
.八
四)

延％

が&

ら
ざ
れ
る
。
が
く
し
で
坐
み
掛
ざ
れ
も
、
齋
常
な
、
tt
:

#

的
乎
均
;̂

準
を
輝
え
:̂

不
拂
勞
働
*

に

對

‘ず

る

自

由

處

分

ば

、
や
が 

て
貧
*

i

た
ぢ
ぼ
身
の
’間
で
の
競
爭
ギ
段
と
な
り
、
'

^
§

俱
锻
の
ぅ
ち
0

支
拂
，わ
れ
な
か
つ
た
部
分
は
、

「

商
品
購
贸
教
に
贈
與
さ
れ
ぅ 

か」
(「

致
來
4」

長
'谷
^

譯〈

3)

四
六
九
莨)

、
こ
ど
と
於
が
。
小
資
本
•の
•週
，度
競
爭
は
•お
さ
に
ご
れ
を
.現
贸
化
す
る
。
ず
な
わ
ち
チ
ー
ブ

• 

レ
ー
パ
ト
が
^

^

ず
#

と
#-
^

斷
品
め
候
薪
衝
糌
が
_

适
_

^

、
な

-
で
：味

不

讓

懲̂

^

な
%•
•
•加

、

す

龙

わ.ぢ
#

常

砬

_

餘

霞
 

い
ね
^

が
が
、s

e

f
、
ゼ

れ

馨

蔽

勝
^

の
亦
>̂
^

か
だ
：め
'抓
朦
ど
^

て
ば
-

^

漱

家

に

ど

：づ
.て
變
撕
ざ
れ
か
い
。
ー

^

パ
ギ
は
„

H:
i

第
十
四
章
で
、.
卒
均
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
.に

「

反
對
に
作
用
す
る
諸
原
因」

(

第
四
節
相
對
的
過
剩
人
口)

の
一
つ 

.ぬ

が

が

：る

ゼ

衝

瓿

叮

を

1

^

.て
：い.る
4

資
'本
_」

長
昝
鲰
譯(

^

-*
^
 

; 

'

，つ
ま
ヶ
こ
^

霞

は
^

く
於
で
も
靜
業
資
枚
主
義
で
お
石
か
^
、
か

が

裏

輕

門
% .

齋
部
門
間
の
關
係
に
お
い
.て
汰V

艙
的
.に
ば
平 

均

就

擊

：の
■敗

政

に#'
加

す

左

。L

か

しV
泸

て

が

沢̂

部j
i

に

お

大

工

業

が

餘

入

：レ

v

 

く
れ
ば
、
小
資
本
は
大
贫
本
"に
.吸
收
ざ
れ
る
か 

齔

び

が

が

：ず

吝

。
、
こ

れ

が

二

I
k
.

的
法
則
'で
.は
.杉
を
。
U

が
し
枏1

的
過
_

ム
ロ
の
墦
大
と
參
敫
の
小
_資
本
の
'存
在
と
い
ぅ
條
件
は
、
た
え 

が
^

|

^

の
.昝
と
べ
.の
變
_

の

麥

か

れ

少

：か
：忙

1

^

|
な

露
^

の

お

く

れ

た

逛

產

免

野

を

霖

ざ

せ

、
'新

し

く

虻

が

財

し

% •
-

ず 

^

の
で
知
石
。
ご
の
ご
と
は
、
.こ
の
腺
り
に
‘お
い
て
ば
、
.轍

*

®

,

に

お

け

^ .

护
小
避
業
問
題
に
も
免
當
す
る
と
奢
え
ら
れ
る
。

.

:四

"

.

.

.

'

.

. 

' 

•

'.
.

.

:
 

. 

..

レ
ー
；

ダ
ば
^

^

の
；̂
ぎ
：マ
.ル
>'
;
ス
.，：の
‘撕
龢
的
_

0.
.最
%

^

|

^

^

^

#
ど
.し
て
、
一一.十

世

紀

の

貧

故

笙

：

|
§
の

薪

し

い

段

隙

の

分

析 

を
行
づ
た
o

;1

九

--

六
ギ
霄
亡
歉
蛾
チ
ュ
ー
リ
.
ッ
.ヒ
，
で
嘗
か
れ
た
ー

.

,

电
義
の
.發
髙
段
階
と
し
て
：の
'

§

主
赛」

が
こ
れ
で
あ
る
。

で
は
資
求
|
|
の

銳

邂

の

蒙

：̂

*

1>
.
“て
、

、
联
縱
な
範
_

か
ら
ょ
0'

蓠
次
0

蒙

.な
範
響
へ
€>
■「

上
'̂

の
.旅」

が

..
 

-
• 

- 

- 

• 

•
. 

, 

- 

•

..

.

迪
ら
れ
て
い
る
ご
と
が
ギ
ず
法
目
さ
れ
ね
ば
だ
ら
な
い
。
ず
な
わ
ぢ
Y

ル
久
万
が
い
わ
ば
終
蘇
に
氰
ぎ
璣
し
た
、
生
産
の
集
積
ょ
り
導
か

れ

る「

新
た
な
る
獨
占J

を
出
發
點
と
し
、
'
マ
ル
ク
ス
が
信
用
制
度
等
に
關
じ
て
書
い
た
と
こ
；ろ
を
理
論
的
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
、

0
 

.

.

•

行
の
新
し
い
役
割
を
論
じ
、
®

i

獨
■
%
と
皺
行
寒
％
の
ま
合
、
金
た
は
癥
着
と
.じ
て
の
金
觏
齊
本
.に
至
る
。
さ
ら
に
獨
占
の「
支
M2」

の

發
展
と
し
て
の
金
激
寡
頭
制
0

^
§
8;
&
 o

l
i
g
a
r
c
h
y
)

を

論

じ

、

此

歡

と

，の

斷

傲

% ;
-

こ
ご
.に
^

1:
;

か

て

职

て.ぐ
改
。
ヴ

ぎ

に

敏

り

•

一
:

:'
•
國
際
市
場
に
發
展
し
て
資
本
糠
出
を
論
じ
、
.さ
ら
.に
資
本
家
團
體
で
_の
世
界
の
分
割
か
ら
さ
ら
に
は
政
治
的
な
列
强
の
あ
い
だ
で
の
世
界
..

の
分
割
.に
い
だ
る
。
4

か
な
上
向
0
'旅
か
上
で
、
ま
細
您
獨
4

か
?>
-

複
雜
な
ぁ
.ら
ゆ
る
契
機
を
含
ん
だ
ょ
り
高
次
の
獨
占
を
以
て
、
帝
國

'

，
r

 

圓
 I

一-

 

f
 

*
 

■. 

.
 

I

 

4

環

：
：
：■

.'

虫
義
の
深
奧
め
#

礎
ヒ
し
、
.か
か
る
基
本
的
鼪
濟
.規
定
の
丑
に
立
0:
#

_

主
：|
0:

篏
一
の
定
義t「

幣
劻
主
；

i

と
ば
、
養
本
進
！̂

撖
迕

：§
既
隈 

: 

.

せ
ぁ
？,
;j

)

を
與
お
で
'い
る
。

つ
ぎ
に
こ
ひ
第
ー
規
定
#

基
礎
と
：し
だ
が
ら
餅
1
1規

楚

ハ
#

齔
务
费
と
ば
昝
生
的
な
、
數
*:
.
ほ
腐
朽
し
.つ
つ
ぁ
る 

•一
 

.

.

.

.
資
本
主
霧
で
か
£-
3

が

な

さ

れ

、

ご
の
族
一
ー
規
定
髮
媒
介

.と
し
'で
、
翁
後
に
第
兰
鑛
^

^

带
國
^

^

辱
''

：.,V
:
.
.

が
現
机
'

^

'か
加
を
諭
理
的
展
開
癒
程
ば
.岡
_

ぬ
膨
史
_

潞
展
遯
輯
に
服
#
し
て
い
る
ッ
'

^

^

.

'ご

-

' 

- 

> 

* 

. .
 

.
 

-

.

.

,
 

-
. 

.

.

. 

. 

-

I
.
;
:
.
'

こ
こ
で
注
影
し
て
'お
が
ね
ば
だ
t

ぬ
こ
ど
ゆ
、

：
.

>

 

ル
グ
ス
の
.資
本
論
は
、
か
れ
が
.；§
濟
孽
脉
判
へ
'0

序
詭
で
述
べ
て
い
る
經
濟
學
の
篇 

響

じ

：;
.
/
:：.へ
別
、.
つ
.ヤ
^

齡
濟
學
_

铆
ひ
1
1體
が
ブ
デ
ン
^

>

^
ゲ
：？
総

顧
1

,

#
§

戴
\-
.青
漱
文
6

、
ー1三
ゴ
了
1

琢)

§

锻
ニ
、
ズ
ルV

ョ
ァ
ま 

| 

會
の
內
面
的
編
脉
ぢ
が
す
ど
.こ
ろ
の
-\
>

づ
基
本
的
階
級
が
そ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
諸
範
疇
、パ
ま
で
.を
取
极
つ
て
い
る
も
の 

!

■

■:
■
■ン
：'
人
V
 

_
際
的
交
換§

■
、

歡
.

顏

親

パ

(

.

'
五
、: '

讲
取
亦
場
と
恐
慌
、
:̂

來
完
の
す
お
竣
:̂

れ
だ
と
い
¥

ご
と
紙
觀
ふ
。
：_

w

厳
謙
を
扱
ぅ
た
.

に
ば
こ
办
歡i

が
■宠
ざ：

れ
で
い
か
げ 

.

‘

れ
ば
な
ら
な
.い
0̂

レ
1

ー.
ン
.
の
帝
國
主
篛
|

ば
、
-
資
：本
_

の
遺
產
吖
上
_ル
»-
-
寥
^
^
^
^

い
4

の
で
お
る
。
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獨
占
と
中
小
企
業
.を
办
ぐ
^

理
論
的
齡
問
題
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三
田
學
會
雜
餽
笫
四
十
七
卷
•第
九
•
十
號 

: 

1

六

(

八
八
六)

こ
れ
を
讀
み
か
え
し
て
今
更
な
が
ら
痛
感
さ
れ
る
こ
と
は
、

レ
ー
一
ー
ン
が
取
扱
っ
た
資
料
は
今
世
紀
初
頭
の
、
今
か
ら
約
半
世
紀
も
前 

の
も
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
ド
ィ
ッ
のH

業
統
計
で
は
五
〇
人
以
上
が
大
企
業
と
さ
れ
て
お
り
、
ニ
〇
〇
人
あ
る
い
は
三
〇
〇
人
以
下 

を
中
小
工
業
と
す
る
今
日
の
日
本
と
比
較
し
て
も
、
そ
の
時
代
的
相
違
に
驚
か
さ
れ
る
が
、
し
か
も
こ&

當
時
の
諸
資
料
の
銳
い
分
析
の 

仕
方
に
は
今
日
も
多
く
の
敎
訓
を
學
ぶ
こ
と
が
で
き
•る
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
分
析
の
結
論
の
正
し
さ
に
は
今
日
も
生
き
生
き
し
た
も
の
を 

.感
ず
る
と
い
う
點
て
あ
る
。

.
:レ
i

f:

ン
の
.獨
占
■

念
は
第
一
■に
、

^
 

.
さ
ら
に
こ
れ
に
代
る
最
大
規
模
の
坐
產
、
こ
の
生
産
.
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と
資
本
の
集
積(

I

)

が
一
定
の
水
準
に
達
す
る
と
獨
占
に
轉
化
す
る
、
と
い
う
第
一
章
の
獨
占
か
ら
、
前
述

の「

上
向
の
道」

を
迪
っ
て 

金
融
資
本
、
.：金
融
.寡
頭
制
と
い
う
>̂

わ
髙
度
.の
獨
占
、」

さ
^

に
國
際
.ヵ

ル

.テ
ル
 

帝
國
主
義
諸
國
に
よ
る
植
民
地
獨
占 

と
い
う
最
高
次
の
獨
占
ま
で
钽
含
し
た
最
も
包
括
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
點
に
お
い
て
一
般
の
經
濟
學
の
狹
い
獨
占
槪
念
、
と
く
に
流 

通
過
程
で
の
獨
占
價
格
の
み
女
間
題
.と
す
る
局
限
，さ
れ
た
獨
占
槪
念
と
は
本
質
的
に
異
る
こ
と
を
銘
記
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

レ
ー
ー
ー
ン
は 

隨
所
で
か
か
る
獨
占
槪
念
の
っ
か
み
方
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
科
學
の「

木
を
見
せ
て
森
を
み
せ
ま
い
と
す
る
努
力」

、本
質
を
隠
蔽
し
て
枝
葉
末 

節
の
.み
を
み
せ
よ
う
と
す
る
欺
瞞
と
し
て
、
痛
烈
に
批
判
レ
て
い
る
。

.
:'
■(

驻
五)

レ
ー1

一
シ
は
多
く
の
場
合
、
集
，積
と
集
中
と
の
ニ
っ
の
言
葉
を
區
別
し
て
は
、
使
わ
な
か
っ
た
。
集
積
と
區
別
さ
れ
た
意
味
の
集
中(

本
來
的 

集
中
}

は
.

r

資
本
に
よ
る
資
本
の
吸
引」

•■で
あ
っ
て
、

r

そ
れ
は
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
る
諸
資
本
の
集
積
で
あ
リ
、…

…

寶
本
家
に
よ
る
資
本
家
の 

收
奪
で
あ
リ
、

少
數
の
大
資
本
へ
の
多
數
の
小
資
本
の
轉
化
で
あ
る」

狭
義
の
集
橫
は
資
本
の
觜
積
に
も
と
づ
い
て
生
産
規
模
が
大
き
く
な
る
こ
と 

(「

底
接
に&

於
に
立
脚
す
る
、
あ
る
ひ
は
蓄
稹
と
同
一
物
た
る
こ
の
種
、の
蓄
積」

)

で
あ
る
が
、
こ
れ
と
本
來
的
集
中
が
區
別
さ
れ
る
點
は
、「

現
存
し 

て
機
能
し
っ
っ
あ
る
諸
資
本
の
配
分
の
變
更
の
み
を
前
提
と
し
、
か
く
し
て
そ
の
作
用
範
圍
は
社
會
的
富
の
絕
對
的
增
加
ま
た
は
蓄
橫
の
絕
對
的
限
界 

に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
.て
は
い
な
い」

.
と
い
う
こ
と
で
あ
るC

T

資
本
論J

長
谷
部
譯〔

4〕

. 

二1
九—

i

三
〇
頁)

迄族^ ^ 於傲:3 2 ^ 愁域概-5?^ぁ、 恐雜•咖似^ : ^ ^ ' 於财，於

狭
義
の
集
橫
は
第
-*

の
蓮
本
的
過
程
で
あ
り
、
本
來
的
集
中
は
第
二
の
過
程
で
あ
る
。
獨
占
を
成
立
せ
し
め
る
も
の
は
第
一
の
集
横
の
尨
大
化
で
あ 

る
と
と
も
に
、
第
二
の
.集
中
は
個
別
資
本
の
規
徵
を
加
速
度
的
に
.急
速
に
擴
大
す
.る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ま
た
重
要
で
あ
る
。
從
つ
て
レ
I
ニ
ー
ン
の
使 

う
集
溃
な
厶
言
葉
は
、
集
中
を
舍
む
廣
義
の
集
橫
と
し
て
理
解
し
て
よ
い
と
思
う
0

へ
-:
;

ノ 

• 

. 

.
■
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V
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レ
1

一
ン
が
マ
ル
ク
ス
に
從
い
、
獨
占
成
立
の
た
め
の
前
提
と
な
る
要
素
と
し
て
生
産
及
び
資
本
の
集
積
を
重
視
し
て
い
る
と
と
は
重 

•■

.

要
で
あ
る
。
か
れ
は
ヒ
ル
フ
ァー

デ
ィ
ン
ダ
の
金
融
資
本
の
定
義
を
援
用
し
な
が
ら
も
、
こ
の
點
に
言
及
の
な
い
點
を
缺
陷
と
し
て
指
摘
. 

■

し
て
い
る(「

帝
國
主
義
論」

'六
五
頁)

.
こ
の
2

と
は
、
獨
占
を
み
ち
び
く
程
の
生
產
•
資
本
の
集
積
に
.達
し
て
お
れ
ば
、
い
か
に
獨
占
禁
止 

, 

法
を
作
.り
、
公
正
競
爭
を
叫
び
、
自
跑
競
爭
ベ
の
衡
歸
を
ね
が
つ
た
と
し
'て
も
、
そ
れ
は
' 1

個
の
カ
リ
力
チ
ュ
ア
と
な
り
、
獨
占
資
本
家

「

 

的
欺
瞞
と
な
り
、,.
反
動
的
小
ブ
ル
的
幻
想
と
な
る
、

' と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
0

. .

iv.
.
:.
:
'
. 

.

.

. 

>. 

-

つ
ぎ
に
競
爭
と
獨
占
と
の
關
係
に
ク
い
て
レ
.

1
ー1
.ン

は

つ

ぎ

の

如

べ

要

約

し

：て

：
^

^:
;

.
''
:

パ 

I 

「

自

由

競
'#

は
資
本
主
義
.と
商
品
生
產
ー
般
と
の
务
和
的§

:賢

で
あ
り
、

獨
占
は
、

自

由

競

爭

の

靠

歡
§

か
.

.
で

あ

る
.°
と

こ

ろ
 

一-

:
が
、
：こ
の
自
由
競
爭
は
大
規
模
坐
產
をV

つ
く
り
だ
し
、
小
規
模
生
產
.を
驅
逐
し
、
さ
ら
に
大
規
模
生
產
を
最
大
規
模
：の
生
產
.に
よ
，
.つ
て
'お
.

I 

き
力
え
、
生
產
と
資
本
と
の
集
積
を
、
そ
の
な
か
か
ら
獨
占
體一

I

す
な
わ
ち
カ
ル
テ
ル
、

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
、
ト
ラ
ス
ト
、
お
よ
び
、
こ 

I 

れ
ら
の
も
の
と
融
合
し
て
何
十
億
の
金
を
自
由
に
し
て
い
る
一
〇
ば
か
り
の
銀
行
の
資
本
が
す
で
に
發
生
し
、
ま
た
現
に
.發
生
し
つ
つ
あ 

| 

, 

る
と
い
$

ほ
ど
に
ま
で
み
ぢ
び
き
、
こ
う
し
て
、
い
ま
や
わ
れ
わ
れ
の
目
の
ま
え
で
、
>̂

や
か
<
^撕
か
0

^
§

し
は
じ
め
た
の
^

あ
る
0 

' 

.，し

か

も

同

時

に

.、
撕4

5
、

命6

う
か
か
い
歡
必
ぃ
^

が
>̂

ゃ

'
&>
5

.
§
和
わ
4

|̂
>

ゃ
や
、，
§>
*

&

&#>
6

.?
>

:̂

、

ハ̂

^

k

w

か
で
1:

し
、
.
し
6

い
€

^

5
?:

、

わ

か

私

い

^

や

知

2;

わ
、
蒙

ぢ

知

宏

。
獨
占
は
、
資
本
主
義
か

ら
よ
り
高
度
の
制
度
へ
の
過
度
_で
あ
る」

(「

帝
國
ま
義
論」

ニ

，
一
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獨
由
と
中
小
企
業
を
め
ぐ
る
理
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的
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題
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こ
こ
に
は
、
へ
競
爭
と
獨
古
と
の
辯
證
法
的
な
霞
展
的
離
係
、
；
競
爭
を
基
本
的
特
質
と
、す
.る
資
本
主
義
が
競
爭
の
直
接
の
對
立
物
た
る
獨 

占
を
生
み
出
す
贫
で
に
至
つ
た
規
代
資
本
生
義
の
：矛
盾
と
'そ
0

歷
丧
的
地
位
が
簡
潔
ね
述
べ
ら
れ
て
.い
る
。
資
本
主
義
が
存
續
す
名
限
り 

競
讲
は
な
く
な
レ
な
い
し
、
：獨
占
は
競
爭
を
排
歡
し
得
な
い
。
獨
占
體
內
.部
の
計
麋
1化
、
獨
占
圑
濃
の
經
濟
統
制
、
獨
占
が
國
家
を
し
て 

行
わ
し
め
る
統
制
も
、;.
'
.競
爭
の
ぅ
え
に
、.
こ
れ
と
な
ら
ん
で
行
わ
、さ
る
を
得
な
.い
以
上
、
：「

資
本
主
義
の
計
畫
經
濟
L-

ば
.
•一
.
つ

の

幻

想

に 

ほ
か
な
ら
な
.い
。；：

か
え
つV
自
由
競
爭
.を
逋
じ
て
の
い
わ
ゆ
る
自
動
的
調
節
作
用
は
痲
輝
し
、
，獨
占
と
競
爭
と
、の
碰
存
の
矛
盾
は
、
資
本 

.主
義
の
基
本
矛
.«

を
益
タ
は
げ
'1
>
く
す
る
0

'

‘
:

' ;
、
 

：
 

.

.

.

'.-
■

.

.競
爭
と
獨
占
と
の
關
係
を
微
械
的
に
切
り
離
し
、
.形
式
的
論
理
の
柚
象
槪
念
に
お
い
て
の
み
し
が
把
え
る
こ
と
の
出
來
ぬ
、

一
般
の
獨 

占

，
理

論

は
.何
れ
も
右
の
諸
點
を
，理
解
す
る
こ
と
が
壯
來
な
：い
。'

.'

.

.
-
.

• 

二
十
世
紀
の
現
代
資
本
主
義
に
お
い
て
は
獨
占
が
.—
I
全
經
濟
生
活
の
基
礎
の
.一
'つ」

と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
獨
占
は
偶
然
的
で
も
な
け 

れ
ば
二
局
部
の
問
題
で
も
な
い
。
む
1

ろ
獨
占
の
支
配
の
網
の
苜
か
ら
の
が
れ
る
こ
と
の
方
が
偶
然
的
で
あ
り
、
局
部
的
で
あ
る
。
獨
占 

團

體

は

、
：お

の

れ

へ

.の
屈
服
を
强
制
す
る
た
め
廣
机
な
鬪
爭
方
法
を
用
い
る
。
今
世
紀
始
め
の
ド
ィ
ッ
の
經
濟
學
者
ヶ
ス

ト

ナ

ー

の

指
摘 

し
て
い
る
だ
け
で
%:

そ

の

1

覽
表
は
つ
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

.

 

,

.

す
な
わ
ち(

.一)

原
料
の
剝
奪(

ニ)

勞
働
力
の
剝
奪(

三)

輸
‘送
の
剝
奪(

四
V

販
路
の
剝
奪
ハ
五)

購
買
者
と
の
協
定
.

(

六)

價 

格
の
計
晝
的
引
下
げ
.

(

七

^

信

用

の

餅

奪

(

八〕

ボ
ィ
コ
ッ
ト
宣
言(
レ
ー
尸
シ

r

帝
國
主
義
論」

hi

五
頁
參
照)

.
今
日
の「

國
家
獨
占
資
本 

主
義」

の
下
で
は
、

こ
れ
は
さ
ら
に
廣
汎
な
組
織
的
な
も
の
と
な
つ
て
い
、る
こ
と
_

_
獨
«
法
な
る
も
の
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
|

は
こ 

■
こ

に

い

ぅ

：ま

で

も

な

.い
。

I 

•
. 

.

レ
i

v

ン
.は
中
小
企
業
問
題
と
の
關
連
で
つ
ぎ
の
ょ
ぅ
に
い
つ
て
.い
る
。

r

わ
れ
わ
れ
の
目
の
ま
え
で
.お
こ
な
わ
.れ
て
い
る
の
は
、
.も
は
や
小
金
業
と
夫
企
業
と
の
技
術
的
に
お
く
れ
た
企
業
と
技
術
的
に
進
ん
だ 

'
企
業
と
の
競
爭
戰
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
目
の
ま
え
に
あ
•る
も
办
は
、
獨
占
.と
そ
の
■抑
壓
と
そ
の
專
橫
と
に
服
し
^

い
も
の
が
、
獨
占 

者
に
ょ
っ
て
し
あ
ど
ろ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
實
で
あ
る」

(「

帝
國
主
：義
論
1
'三
：六
頁)

：
マ
/-
_ス

'

'.

こ
れ
は
今
日
の
中
>

也

業

論

に

，和

い

.て
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
點
で
あ
る
。
.中
小
企
藥
問
題
は
獨
古
資
本
主
義
段
階
の
問
題
で
あ
る
と 

す
る
.と
き
、
獨
占
資
本
以
外
の
も
の
は
多
か
.れ
沙
な
か
れ
獨
占
0

壓

カ

を

蒙

る

：：か
.ら

非

：獨

占

資

本

ま

た

は

企

業

I
一
 

す

べ

て

が

共

通

の

.惱 

み
を
も
っ
て
い
る
。
.產
業
賓
本
主
義
の
時
代
に
は
太
資
本
と
中
小
資
本
.の
問
題
、
あ
る
い
は
大
工
.業
水
準
に
到
達
し
得
た
も
の
と
お
く
れ
_ 

た
'生
產
形
態
に
停
滯
L
,て
い
る
も
の
と
.の
-

^

:̂.
.

(

後
者
は
典
型
的
に
.は
大
工
業
と
.近
代
マ
一
一
ュ
'
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
、
近
价
家
內
勞
勧
と
の
.關
係
と
し
て

現
れ
る)

が
中
心
.問

題

で

あ

っ

た

。

こ

の

段

階

で

.は

工

業

に

お

い

て

は

小

エ

.業

問

題

と

し

.て

そ

れ

が

展

開

す

る

。
.
.
獗

占

黉

本

主

義

段

階

と 

.
な
れ
ば
、
獨
占
的
瓦
大
企
業
趄
濺
に
_ま
で
至
ら
ぬ
も
の
は
'ー
應
か
っ
'
て
め
.大
エ
業
形
^
^
^
^
 ̂

間 

接

お

.が

れ

で

フ

中

小

ゴ

業

問

題

の

中

H

業

を

構

成

し

ノ
.か

く
1,

て
；小

エ

題

は

今

や

中

小

エ

業

問

題

と

な

る

，0
㈱

^

の
支
配
、
收
奪
を 

.
蒙

ら

ぬ

大
X

業
や
大
資
本
^

存
在
の
：餘

地

；(

間
隙)

'
は

あ

る

に

し

，て

も

、

そ

の

'餘
地
は
獨
占
支
配
の
發
展
_に
っ
れ
て
益
々
せ
ば
.め
ら
れ
偶 

:

然
的
と
な
ら
'i

を
得
な
い
。
.大
略
以
.上
の
.ょ
う
な
考
え
方
が
、
私

办「

中
小
エ
業
問
題
の
本
質j

 

.で
展
開
し
た
骨
子
で
お
っ
た
s

ra

趴 

三
、.，伊
東
帒
吉
鏞「

中
小
.エ
樂
の
本
質」

所
收
論
文)

• 

-

'■
>

.

'

:

.

:
.■
.
:
:
'

.-:
>
こ
れ
に
對
し
て
高
直
日
敎
授
は
、
.
.獨
占
資
木
，.
S

占
利
，潤)

大

資

本

(

平
均
利
潤)

中
小
資
本
.
.

«均
利
潤
率
以
下

)

..と

い

う

稍

異

る

範

疇 

規
定
を
展
開
さ
れ
—

-
-私
は
獨
占
資
本=

最
大
限
刹
潤
、.
.か
.
マ

名

^

競
爭
が
一
般
的
と
な
り
、
が
っ
て
.の
意
味
の
平
均
利
澗
を
得
ら
れ
る
非
獨
占
資
本
の
領
域
は
な
く
な
っ
て
行
く
と
論
じ
た
1

0 1

中
篤
太 

郞
敎
授
は
拙
論
に
'
對
し
て
い
く
っ
か
の
問
題
を
提
超
さ
れ
、
非
獨
占
資
本
と
中
小
工
業
と
の
關
係
の
あ
い
ま
い
さ
を
指
摘
さ
れ
た(

前
揭 

■

獨
占
と
中
小
企
業
を
め
ぐ
る
理
論
的
諸
問
題
- 

，
 

二

九

(

八
'

九)

-



1
:
1
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學
食
雜
ff
e
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四
十
七
卷
第
九
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十

號
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,

ニ 
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(

バ
カ
o)

書
’參
照)

; 

• 

•

-

レ
ー
ニ
ン
.の
前
揭
引
用
文
の
解
_

、.
さ
ら
に
棘
の
考
え
方
の
一
步
前
進
に
っ
い
て
述
べ
た
い
。
各
個
別
資
本
間
の
競
爭
、
對
立
矛
盾
と 

し
て
、
蜀
占
段
階
以
前
に
お
い
て
は
、
大
企
業
と
小
•企
業
、
近
代
的
大
工
業
と
お
く
れ
た
エ
業
と
の
關
係
が
菡
本
的
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ 

で
通
占
段
階
に
お
い
て
も
尙
こ
の
問
題
も
も
.ち
ろ
ん
引
き
つ
づ
き
存
在
し
て
い
る
。

し
か
し
全
經
濟
構
造
の
支
配
者
は
、

單
な
る
大
資 

5

大
工
業
で
は
な
く
な
り
、
獨
占
資
本
と
な
っ
た
。
從
っ
て
鑫
的
視
野
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
基
本
的
矛
盾
は
獨
占
資
本
と
非
獨
占
資 

本
、
蜀
占
资
本
體
跗
と
こ
れ
に
ょ
っ
て
收
奪
さ
れ
る
も
の
の
間
の
矛
盾
と
な
り
、
非
獨
占
资
本
内
部
の
大
•
中
小
企
業
の
問
の
矛
盾
は
從 

翳
的
な
も
の
.ど
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、.
'こ
の
基
本
的
矛
盾
と
從
屬
的
矛
盾
と
は
、
す
で
に
生
產
お
ょ
び
資
本
の
集
積
♦
集
中
と
獨
占
と
の 

獨
係
に
お
い
て
ふ
れ
た
如
く
、
內
的
關
連
性
を
も
っ
性
質
の
も
、の
で
あ
る
が
、
こ
の
關
係
の
詳
し
い
分
析
は
別
の
機
會
に
譲
る
。
た
だ
し 

こ
の
こ
と
は
あ
く
ま
で
も
資
t

資
本
、
命
業
と
企
業
と
の
關
係
の
場
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
.さ
ら
に
ひ
ろ
い
場
で
全
社
食
經
濟
權
造
の
基 

本
^

矛
盾
ユ
可
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
い
ぅ
ま
で
も
な
く
、
獨
占
資
本
と
勞
働
階
敝
と
の
基
本
對
立
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
こ
と
と
方
の 

資
本
間
の
對
立
も
密
接
な
關
連
性
を
も
っ
て
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
 

.

と
.こ
ろ
で
獨
占
と
非
獨
占
と
の
基
本
矛
盾
が
、
非
獨
占
內
部
の
大
•■
中
小
企
業
の
關
係
に
'%

決
定
的
影
饗
を
及
ぽ
し
っ
'
っ
、
か
っ
て
の 

そ
れ
と
：は
著
し
い
變
貌
を
興
え
て
き
て
い
.る
。
.自
主
的
大
資
本
の
存
在
は
ま
す
ま
す
偶
然
的
と
^

り
狹
め
ら
れ
、
多
か
れ
少
な
か
れ
獨
占 

體
内
ま
た
は
そ
の
系
列
に
組
入
れ
ら
れ
る
か
、
間
接
的
支
配
下
に
立
っ~

~
獨

占
支
配
の
全
構
造
の
壓
カ
下
に
お
か
れ
る
I

こ
と
と
-̂ 

っ
て
い
る
。
猶
立
的
に
見
え
る
大
資
本
も
か
か
.み
，壓
カ
の
下
に
>

中
小
資
本
に
對
す
る
收
奪
を
强
化
せ
さ
る
を
得
な
い
し
、
中
小
資
本
內 

部
の
階
曆
間
に
も
同
樣
の
こ
と
が
深
刻
化
し
て
く
る
。
こ
ぅ
•考
え
て
く
る
と
、
.從
來
い
わ
れ
て
き
た
中
小
炎
業
の
—-
-
*

S

的
範
疇
を
と
っ
て 

み
て
も
、
そ
の
基
本
的
な
對
立
物
は
目
先
き
の
大
企
業
で
は
な
く
、
.
窮

極

的

な

(

最
高
の)
；
支
：配

者

た

る

獨

占

資

本

"

金

融

資

本

で

あ

る

と
い
う
こ
と
に
な
る
タ
こ
の
場
合r

中
小
企
業」

と
い
う
範
疇
を
非
玀
占
資
本
一
股
に
擴
充
し
て
ょ
い
か> 

ど
う
か
は
さ
ら
に
別
の
.將
題

で
あ
る
。g

s

し
か
し
非
獨
占
資
本
の
中
に
あ
つ
て「

中
小
企
業」

が
最
も
き
び
し
■い
金
融
資
本
收
奪
の
い
わ
ゆ
る
.

「

し
わ
ょ
せ」

を
受

け
る
、
し
か
も
尨
大
な
層
で
あ
り
、
獨
占
資
本
と
非
獨
占

と

の基
本
矛
盾
が「

中
小
企
業」

.問
題
に
最
も
集
中
的
に
現
れ
て
い
る
こ
と
も

事
實
で
あ
る
。
と
う
い
う
立
場
か
ら
私
は
中
小
企
業
問
題
は
、
獨
占
.資
本
主
義
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

.：

.(

匙
六)

か
か
る
見
解
の
最
初
の
も
の
と
し
て
は
勞
働
調
盗
協
議
會
準
備
會「

中
小
企
業
危
機
の
實
態」

(

中
小
企
業
叢
書
，
第
.ニ
輯
、
昭
和
二
十
四
年 

一
月)

が
あ
リ
、
本
年
のr

總
評
1-

大
會
に
お
い
て
決
議
さ
れ
た「

中
小
企
業
對
策
と
勞
働
者
の
_
爭
方
針」

に
お
い
て
も
同
じ
見
解
が
と
ら
れ
て
い

レ
I

一
一
 

ン
が
、.■力
ル
テ
ル
を
は
じ
め
獨
占
圑
體
.の

「

支
配
關
係」

.を
释
に
：强
調
^

>

る
點
は
注
自
す
べ
き
で
あ
る
。

.「

自
由
競
爭
の 

卞
で
は
な
か
っ
た
よ
ぅ
な
一
定
の
支
配
關
係」

こ
そ
獨
占
.の
特
質
の
童
要
側
面
A

あ
.る
。

.

.

.

.

ノ
：：

■

•

•

「

わ
れ
わ
れ
が
f

y

ッ
グ
に
し
た
こ
と
ば
こ
そ
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
經
濟
學
者
た
ち
が
、.
，
い
や
い
や
な
が
ら
、

そ
れ
も
ま
れ
に
し
か
承
認
せ 

ず
.、
そ
し
て
耳
•
カ
ウ
ツ
キ
ー
を
先
頭
と
す
る
日
和
見
主
義
め
今
日
の
擁
護
#-
ど
も
が
熱
心
に
辯
解
し
無
視
し
ょ
ぅ
と
つ
と
め
て
い
る
、
'
. 

事
態
の
本
質
を
し
め
し
て
い
る
o

.支
配
.と
そ
れ
と
關
歡
す
か
船
4

6

き
撕
|

こ
れ
こ
そ
、

「

資
本
主
義
の
發
展
の
最
近
の
局
面
一
，
に
と 

っ
て
典
型
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
：れ
で
そ
、
全
能
.の
經
濟
的
獨
占
の
形
成
か
ら
不
可
避
的
に
發
生
.せ
ざ
る
を
え
な
が
つ
：た
も
の
で

あ
り
、
■ま
た
事
實
、
發
生
し
た
も
の
.で

あ

る」
(「

帝
國
主
義
論

J
.

三
七
頁)

.

：

'

• 

- 

.

.

.

.

.

.

.

. 

• 

-

.
 

.

'
こ
の
獨
占
.の
特
質
た
る
支
配
と
强
制
は
、
金
融
資
本
、
金
融
寡
頭
制
へ
.導
く
一
.
っ
の
重
耍
モ
'メ
ン
ト
で
あ
り
、
さ
ら
に
帝
國
主
義
の
特 

1

£

;
面
を
形
成
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
し
.か
も
こ
の
支
配
と
强
制
は
表
立
た
ず
に
、
.
目
立
た
ぬ
隱
險
な
.あ
の
手
、

こ
の
手
を
以
て 

行
^

れ

ぅ

る

こ

：
と
；に

注

意

.せ
ね
..ば
な
ら
な
.

い
。
中
小
企
業
の
卑
屈
な
隸
屬
的
側
商
.も
、
..

：

こ
：の
獨
占
の
特
質
を
離
れ
て
は
理
解
出
來
な
い
. 

獨
由
と
中
小
企
業
を
め
ぐ
る
理
論
的
諸
問
題 

.

.
二
土 

.
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ニ
ニ 

•

レ、
獨
占
禁
正
ゃ
公
疋
取
引
の
：諸
政
策
は
、
こ
の
_

に
'つ
：か
ぬ
壓
カ
に
は
完
金
に
無
力
.化
せ
ざ
る
を
得
な
い
.，

(

A

九 
ニ)

.

■■
:
: 
'五

.

. 

•

:

.

.
i 

.
,- 
. 

■ 

... 

•, 

..
 

.
 

' 

'
 

I

^

上
ス
^
資
本
論
^

等
の
引
用
が
意
外
に
紙
數
雀
と
つ
た
た
め
に
、
：
胃
頭
で
豫
定
し
た
私
の
論
文
の
ブ
ラ
ン
の
序
の
口
で
豫
定
の
紙
數 

を

こ

、
％

し

资

つ

た

の

で

殘

さ

れ

た

問

題

.點

の

槪

略

を

記

し

て

、
：
；
こ

れ

支

次

の

機

會

に

譲

り

た

い

。

:
:
.

一
、.
匕

ル

，フ

>
.

丨
デ
イ
ン
グ
ょ
り
レ
ー
r

v

へ
：の
金
融
資
本
論
の
展
開
と
间
題
點
、
.
金
融
資
本
範
疇
に
つ
，い
て
疑
問
點
、
と
く
に
古
賀 

英
正
敎
授
が「

亥
配
集
中
論」

.

.に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
、
.
ヒ
ベ
ル
.フ
'
ァ
ー
デ
イ
ン
ダ
、
.
レ
ー
一一.
ン
0

定
義
に
對
す
る
批
判(

さ
ら
に
ス
'
ゥ
ィ
I 

.
ダー

の
ア
メ
リ
カ
：
金
：概

資

本

：の
問
題
：に
關
す
る
批
判

)

と、
敎
授
の
積
極
：

解

r

最
高
支
配
資
本」

說
の
問
題
。
 

,

"

_
.
r
r
右
と
關
連
'し
.、
さ
ら
に
..前
節
で
軋
題
.と
し
た
中
小
企
業
問
題
の
規
定
、
:
非
獨
占
資
本
の
.問
題
等
と
も
か
ら
ん
で
、
私

が「

中
小
エ

業
問
題
の
本
質」

第

1

節
で
展
開
し
.た
金
融
資
本
の
ヒ
工
ラ
1

キ
.丨
的
支
配
構
媸
に
お
い
て
、
具
體
的
現
實
間
題
と
し
て
、.
ど
れ
を
金
融

.

» 
• 

.

.

.

.
 

.

•

.

-

:

 

...

...

 

.

.

.

.
 

.

資
本
と
.呼
び
、
ど
こ
ま
で
を
獨
，古
資
本
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
來
る
.か
、
'如
何
な
る
自
安
で
獨
古
資
本
と
非
獨
占
.資
本
と
.の

間

：
に

ー

線

を

_

す 

る
ご
と
が
出
來
る
か
等
の
問
題
。
'''.

':

'-
.
.
'
.
、

■

 

一11'

ス
タ
ー

リ
.

V

論
文
.

(

7

•同
盟
に
お
け
る
；

§

會
主
義
の
經
濟
的
諸
問
題J

)

に
お
け
る
.、
現
代
資
本
主
義
の
基
本
的
經
濟
法
測
は
、

マ
ル
ク 

又
、

レ
ー1

1

ン
の
右
の
如
含
理
論
的
發
展
と
如
何
な
る
關
係
.■に
立
つ
.か
。
，最
高
利
潤
率
の
法
則
は
獨
占
資
本
、
非
獨
占
資
本
、
中
小
資
本 

等
の
關
係
に
.お
へ
い
て
如
何
祀
、
具
體
的
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
か
"

ス
タ
彳
リ
ン
が
こ
こ
で
い
ぅ
平
均
利
潤
、
超
過
利
潤
と
は
如
何
'な
る
意 

.

味
の
も
の
か
。
そ
れ
は
«

占
資
本
^

對
し
て
は
«

^

出

來

ぬ
.%

の
で
ぁ
る
と
し
て
も
、
中
小
資
本
や
‘獨
占
な
ら
ざ
る
大
資
本
の
利
潤
は
ど

ニ
ぅ
考
え
ら
る
べ
.き
か
。

, 

■ 

. 

. 

, 

' 

. 

• 

' 

■

■:
•

、
四

、

右

と

靡

連

し

：て

、

私

.が
前
記
論
文
.で
提
起
し
た
、
現
代
資
本
主
義
に
：お
け
る「

競
爭
の
階
層
化」

の
理
論
的
深
化
と
具
體
的
.理
解 

を
と
ぅ
前
進
-̂

し
め
た
ら
よ
い
か
。

' 

:
.
丨：；. 

f

五
、
.
.
.
日
本
の
獨
占
資
本

:

a：
中

小

，企

業

の

問

題

に

っ

い

て

、

'

 

宇
佐
美
誠
次
郞
敎
授
.

「

日
本
の
'獨
占
資
本」

、岩

波「

日
本
資
本
主
義
講
座」
 

等
に
お
.い
て
展
開
さ
れ
た
こ
の
問
題
に
關
す
る
硏
究
成
果
を
め
ぐ
る
問
題
、
さ

ら

に「

經
濟
評
論」

(

本
年
.六
.月
號)

，

「

日
本
資
本
主
義
講 

座」
(

第
八
卷)：

等
に
お
いV

展
開
さ
れ
た
藤
田
敬
三
敎
授
を
は
じ
め
關
西
の
諸
氏
の「

民
族
資
本」

の
硏
究
成
果
を
め
ぐ
る
問
題
、
戰
後 

の
日
本
資
本
主
義
の
從
屬
化
と
こ
れ
に
對
應
す
る
中
小
企
業
を
中
心
と
す
る
.民
.恢
資
本
問
題
は
、
從
來
の
私
の
研
究
の
育
點
と
も
な
つ
て 

い
た
こ
と
へ
の
自
已
最
か
ら
も
ァ
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
關
心
が
深
い
メ
ハ

〔

あ
と
が
き〕

本
稿
は
私
の
擔
當
す
る
大
學
院
ゼ
，ミ
ナ
ー
ル
に
お
け
る
本
年
の
.テ
I

r

r
中
小
企
業
問
題
の
'理
論
的
跅
を
め
ぐ
っ
て
の
討
論
、
免

\
 

^

|

羞

|

、
.

|

I

、
憲

を

I

馨

I

裏

麗

真

I

直

I

V

獨
占
七
中
小
企
業
を
め
ぐ
る
理
論
的
諸
問
題

ニ
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